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                           午 前 ９ 時 ０ ０ 分 開議 

                           於 議 場 

１ 議 事 日 程（第３日） 

日程第 １ 一般質問 
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一 般 質 問 

１ 減災のための防災用排水ポンプの常備を………………………………山田義明議員 

２ 国民健康保険診療所（医科）の今後は…………………………………小西久次議員 

３ まちづくりによる農政への影響は………………………………………小西久次議員 

４ 土砂災害の危険度は………………………………………………………森山敏夫議員 

５ ため池の防災対策は………………………………………………………森山敏夫議員 

６ 全国学力・学習状況調査の結果を受けての対応は……………………貴多正幸議員 

７ 友好親善使節団派遣事業の将来方針について…………………………松浦 博議員 

８ 国際友好親善について……………………………………………………内山英作議員 

９ 日野川堤防の安全性について……………………………………………内山英作議員 

10 町長任期、後半を迎えるにあたって……………………………………菱田三男議員 

11 障がい者の災害時・防災避難対応について……………………………岡山富男議員 

12 竜王町の所有者不明の土地等は…………………………………………森島芳男議員 

13 人口減少に歯止めをかける提言書について……………………………森島芳男議員 

14 ため池の管理について……………………………………………………古株克彦議員 

15 防犯灯の設置について……………………………………………………古株克彦議員 

16 多発する災害から何を学ぶか……………………………………………若井猛志議員 

17 給食費無料化について……………………………………………………若井猛志議員 
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議 会 事 務 局 長 知禿 雅仁  書 記 奥  智子 
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開議 午前９時００分 

○議長（小森重剛） 皆さん、おはようございます。 

ただいまの出席議員数は、１２人であります。よって、定足数に達しておりま

すので、これより平成３０年第３回竜王町議会定例会を再開いたします。 

これより本日の会議を開きます。 

本日の議事日程は、お手元に配付のとおりであります。 

これより議事に入ります。 

～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～ 

日程第１ 一般質問 

○議長（小森重剛） 日程第１ 一般質問を行います。 

質問及び答弁は、簡単明瞭に要旨のみ願います。発言通告書が先に提出されて

おりますので、これに従い質問を願います。 

それでは１０番、山田義明議員の発言を許します。 

１０番、山田義明議員。 

○１０番（山田義明） 平成３０年第３回定例会一般質問。１０番、山田義明。 

減災のための防災用排水ポンプの常備を。 

今年は１００年、２００年に一度あるかの雨量による西日本豪雨災害が発生し、

２００人余の尊い命が失われる悲しい出来事がありました。これからの私たちは、

このような豪雨も想定し、災害に備えなければならないと思います。 

竜王町の洪水ハザードマップでは、町内の半数以上の集落が被害に遭遇すると

想定されています。今回の西日本豪雨災害で大きな被害を受けた岡山県真備町で

の災害は、まさしく当町に類似した地形の町で起こったことであります。 

さて、本町においては、町内から日野川に流れる河川の氾濫などにも対応しな

くてはなりません。日野川の水位が上昇すれば、これらの河川のフラップゲート

が閉じ、町内に降った雨は閉じ込められ、遊水地の状態となります。 

この現象を最小限に抑えるためには、この水を排水するために防災用排水ポン

プを備え、日野川に排出することが必要です。今までは、このような対策はとら

れていなかったが、このようなことも含め、日野川に流れる河川の減災への取り

組みができないかを伺います。 

○議長（小森重剛） 森建設計画課長。 

○建設計画課長（森 徳男） 山田義明議員の「減災のための防災用排水ポンプの

常備を」の御質問にお答えいたします。 
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一級河川日野川につきましては、本町を流れる支流河川や農業用水路からの水

を受ける本流の河川であります。この日野川の水位が上昇しますと、支流の流れ

が阻害され停滞し、いわゆるバックウオーター現象が発生し、河川の越水等によ

る浸水被害が想定されます。西日本豪雨において、岡山県真備町での災害は、こ

のバックウオーター現象が一つの原因であると言われています。 

町内におきましては、一級河川新川、中津井川、大洞川、弓削地先の鮟鱇樋、

その他農業用排水路に設置されているフラップゲートや樋は、日野川からの逆流

による浸水被害を最大限抑えるための機能を有するものであります。 

また、治水対策の１つであります「ためる」対策として、河川への負担を軽減

するため、田んぼ等を遊水地とするのも一つの対策であります。 

日野川だけではありませんが、河川の越水等による浸水被害を抑えるため、先

人からの知恵により、町内各所において遊水地となる場所が設けられております。 

浸水被害を最小限に抑えるため、内水を日野川へ排出するための排水ポンプが

必要ではないかということでありますが、平成２５年の台風１８号、昨年の台風

２１号では、安吉橋観測所において計画高水位６メートルを越え、このときに排

水ポンプ等により内水を日野川へ排出することは、河川堤防、下流域への影響を

考えますと、必ずしも有効な手法とは考えにくく、状況を見きわめる必要がある

と考えます。 

しかしながら、住宅等人命にかかわる場合は緊急的な対応が必要となります。 

昨年の台風２１号においては、新川決壊により宅地への浸水被害も発生したこ

とから、滋賀県を通じ、近畿地方整備局琵琶湖河川事務所が配備しています排水

ポンプ車をお願いし、対応にあたったところであります。また、過日９月４日の

台風２１号においても、浸水害を想定いたしまして、事前に排水ポンプ車の応援

を要請したところであります。 

今後も、浸水害が想定される場合は、滋賀県を通じ、琵琶湖河川事務所の排水

ポンプ車の応援での対応を考えております。 

本町が考える日野川に流れる河川の減災への取り組みといたしまして、まずは

流す対策が一番であり、そのためには、日野川の早期抜本改修が重要であります。

現在近江八幡市の古川橋まで改修が進んでおりますが、今後ＪＲ橋、新幹線の改

修にあたっては、多額の経費がかかり、事業の進捗が遅くなることが想定される

ことから、３市２町で構成する日野川改修期成同盟会及び日野川沿川８集落で構

成する日野川改修促進協議会において早期に改修いただくよう、国・県に対して
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強く要望しているところであります。 

また、河川沿川地域や下流地域における減災の取り組みは、当該地域だけで考

えるのではなく、竜王町内に流れる支流も含め、上流域から下流域の地域が一体

となって取り組む必要があるのではないかと考えますので、御理解と御協力をお

願い申し上げ、山田議員への回答といたします。 

○議長（小森重剛） 山田議員。 

○１０番（山田義明） お答えいただいたんですが、一応今までどおりの内容でご

ざいまして、非常に残念でございます。 

減災のためにいろいろと手だてを早いことから手を打つ、それは第１回目のこ

の質問、岡山県真備町でのあのような災害が起こった、実際、真備町については、

総社市と倉敷市とのちょうど間にある町で、結構そこに住宅地が建てられている

というところでございますが、残念ながらだんだんと人口が減っとるような話を

受けております。竜王町も、そのようなことで人口が減ってはあかんし、なるべ

く人口というのは減ってもらうものじゃないかと思います。 

そういったことから考えたら、そのための減災も必要だということで質問しと

るんですが、実は平成２５年に、台風１８号、あるいは２８号ですか、安吉橋の

観測所においては、計画の高水位が６メートル越えということで答えはもらって

いるんですけれども、フラップゲートが閉まる時期というのは、そこまでしんか

て閉まってると思うんですよ。そういった意味からいうたら、フラップゲートが

閉まる以前から、こういう排水ポンプ等をちゃんと準備していて内水を排水する、

そうしたら下流のほうにも余り迷惑もかけずに内水を排水するし、そういった段

取りができる、それが減災やと思うんですけれども、その点について、いわゆる

時間的な差を活用した排水ポンプ、そういったことはやっぱり考えてもらわない

と、とりあえずもう水位が上がったからといって、だんだんだんだん竜王町の水

位が上がっていくような、もう手だてのないような話では話にならんと思うので、

ちょっとその点について再度お答えをお願いしたいなと思います。 

○議長（小森重剛） 森建設計画課長。 

○建設計画課長（森 徳男） 山田義明議員の再質問についてお答えさせていただ

きます。 

今、フラップゲートが閉まるまでは計画高水位まで行っていないので、それま

での間に流してはどうかということでございますが、やはりフラップゲートが閉

まるということは、日野川の水位が上がっているという状況であります。それは、
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今後も上がり続ける可能性もあるということでございます。 

先ほど御回答させていただきましたフラップゲートにつきましても、一つの内

水対策でございます。これは何かといいますと、日野川の水位が逆流を防ぐため、

いわゆるバックウオーターで遮られるというところでとまる、内水が流れないと

いうところがあるんです、逆に日野川の高い河川の水量が一気に支流河川に流れ

る、これを食いとめるためのことでございますので、そのときに内水を日野川の

河川に流すというよりは、まずは、そういう遊水ができるだけためられる対策を

講じていくというのが一つの対策というふうに考えているところです。 

先ほども申しましたが、やはりその中でも住宅のほうに浸水被害が来るという

ことにつきましては、やはりそういうところの対策も必要でございますので、先

ほども申しましたそういうときに限っては、また滋賀県を通じましての琵琶湖河

川事務所の配備している排水ポンプ車での対応でさせていただきたいと思ってお

りますので、今回排水ポンプ車のまず機能としましては、やはりそういう浸水害

が起こる可能性があったり、起こったことに対して日野川の水位が下がって、安

全に下流域にも問題がないということで、初めてそのポンプの機能が発揮される

ということでございますので、御理解のほうよろしくお願いさせていただきまし

て、再質問のお答えとさせていただきます。 

○議長（小森重剛） 山田議員。 

○１０番（山田義明） フラップゲートの上の高さと安吉橋の最高水位が６メート

ル超える、この差で何とかできないかという話を言うとるんですよ。 

それでもうフラップゲートが閉まった時点で何もしなかったら、これはもうだ

めですから、閉まった時点から排水ポンプを上げて、最高水位が６メートルに上

がるまでは当然ポンプは動かせると思うんやけども、まず、そういったことを考

えてもらいたいと思うんですわ。 

それと、一応この内容をちらっと読んでいると、確かにこの田んぼが遊水地と

いうような状態にはなっとる、これは事実でございますし、そうなんですけれど

も、何か竜王町が遠慮せなあかん、排水したらあかんような内容で答えが出とる

んで、ちょっとそこら辺、排水をもうちょっとやっぱり優先的にして、そして害

を及ばさない程度でおさめるという考えをもうちょっととってもらえないかなと

思うんで、それを再々質問としたいと思います。 

○議長（小森重剛） 井口産業建設主監。 

○産業建設主監（井口和人） 山田義明議員の、フラップゲートが閉まるまでに排
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水をしたら、遊水といいますか、内水がたまらないんではないかという部分でご

ざいますが、これまでもこういう形は言われていたわけでございますけれども、

やはりフラップゲートといいますのは、先ほど森課長が申しましたように、河川

の水位が上がったときに逆流防止という効果があるところでございます。そのこ

とから、現実的には内水といいますか、地域の浸水を軽減するという形でのフラ

ップゲートを設置もさせていただいているというのが現状でございます。 

しかしながら、水位を下げるということがあることから、今までも県、東近江

土木とも関連する中におきまして、日野川沿川にあります各種の施設につきまし

ての、水位を下げるという形での施設との連携を図る中におきまして、日野川の

水位を下げること、また、そのことからフラップゲートが閉まるのを若干遅くす

るという形で取り組みもさせていただいているところでございます。 

今もありましたように、フラップゲートが閉まるということが地域の浸水を最

小限に防ぐということでもございますので、その点につきまして御理解のほどよ

ろしくお願いいたします。 

以上、質問の回答とさせていただきます。 

○議長（小森重剛） 次に、２番、小西久次議員の発言を許します。 

２番、小西久次議員。 

○２番（小西久次） 平成３０年第３回定例会一般質問に、２問の質問をいたしま

す。 

国民健康保険診療所（医科）の今後はということでお願いします。 

平成２９年６月１４日と、７月１９日の教育民生常任委員会において、これか

らの竜王町における医科診療のあり方の論点を踏まえ、国民健康保険診療所（医

科）に係る検討を行う旨の説明を受けました。実施体制は、あり方検討会議の設

置によりまとめていくとのことでありました。 

１２月定例会では、国民健康保険診療所（医科）は、本年４月１日から２０２

１年３月３１日までの指定管理に係る関連議案を議決したところであります。町

長は、施設を建て替えし、病児保育の併設や予防医学のコーディネートの付加な

ど機能拡充を図り、公設民営により２０２１年４月に整備を完了し、オープンす

ると明言されました。また、地元区長から、町長に対して地元要望書も提出され

ました。 

そこで、次の３点について伺います。 

１点目、竜王町における地域医療は、以前から基本的に東西南北４地域に分散
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し進められているが、その考え方はどうか。 

２点目、平成２９年度にあり方検討委員会を設置されたが、検討状況は。 

３点目、新設するまでのスケジュールは。 

以上について、当局の見解を伺います。 

○議長（小森重剛） 森岡住民課長。 

○住民課長（森岡道友） 小西久次議員の「国民健康保険診療所（医科）の今後

は」の御質問にお答えいたします。 

現在の国民健康保険診療所（医科）につきましては、昭和５８年２月に現在地

の山之上に竣工し、平成２６年４月から指定管理者制度を導入しながら町内南部

地域における医療施設として現在に至っておりますが、築３５年が経過し、老朽

化が進んでいることから、建て替えを決めたところであります。 

議員御質問の１点目、「竜王町における地域医療は、以前から基本的に東西南

北４地域に分散し進められているが、その考え方はどうか」につきましては、今

日まで内科医療機関は、開業医を含めて竜王町内に無医地区が発生しないように

誘致を行ってきたところでございますが、タウンセンターにおいて民間により内

科医療機関が誘致されたことから、さらに町内全域がカバーされることとなり、

より充実してきました。 

今後は、国民健康保険診療所の機能強化を図りつつ、さまざまなニーズを踏ま

えた検討を行ってまいりたいと考えています。 

次に、２点目の「平成２９年度にあり方検討委員会を設置されたが、検討状況

は」につきましては、国民健康保険法に規定されている竜王町国民健康保険運営

協議会において、あり方検討部会を設置し検討をしていただいてきました。 

検討結果につきましては、平成３０年３月２９日付で竜王町国民健康保険運営

協議会会長から町長宛てに、竜王町が目指すべき新診療所のあり方として提言を

いただいたところで、その内容は、国民健康保険診療所としての機能拡充や設置

場所に係る要件等についてでありました。 

次に、３点目の「新設するまでのスケジュールは」につきましては、現在のと

ころ、今年度中に場所を決定するとともに整備計画を策定し、平成３１年度には

基本設計、実施設計、平成３２年度に建設、平成３３年４月に開所の計画でござ

います。 

コンパクトシティ化構想との兼ね合いも踏まえつつ、遅れることのないよう取

り組んでまいります。 
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以上、小西議員への回答といたします。 

○議長（小森重剛） 小西議員。 

○２番（小西久次） ただいま御解答いただきましたけれども、再質問をさせてい

ただきたいと思います。 

１つ目に、あり方検討会で、検討結果について国民健康保険運営協議会会長か

ら町長宛てに提言していただいたということでございました。その内容について

は、機能拡充や設置に係る要件等についてであります。これの明細についてお聞

きしたい、説明を伺いたい。 

それから、次に、平成３０年度で場所を決定し、３１年度には基本設計、実施

設計、３２年度には建設、３３年４月に開所予定という計画でございます。 

しかしながら、スケジュールを以前にもいただきましたけれども、基本的にま

ず第一に場所を決めなければ、その計画すらできないということで、一番肝心な

のはその場所というふうに考えております。 

そこで、ただ基本的に診療所だけなのか、町長は、前回のときにも「そうでは

ない、総合的な施設だ」というふうな御説明もありました。基本的には、現在の

コンパクトシティ化構想の兼ね合いも踏まえつつ取り組むということでございま

すけれども、その中で、基本的に土地の問題、財源確保の問題、それから、いわ

ゆる単独でするのか、補助事業でするのか、また、２０１９年に基本設計、実施

設計をやって、そして２０年に工事着工、２１年開業ということでございます。

やはり基本的にスムーズに、それぞれの個別法等のこともございますし、当然公

共施設でございますので土地需要の関係もございます。場所を決めなければ何も

進まないということでございます。 

その辺について、町長として提案をされました、国保からあったということで

後で説明をいただきますけれども、回答いただきますけれども、今現在、町長が

基本的にどのように考えておられるのか、それとも、これから半年かけてまだま

だ検討しているんやということなのか、その辺の考え方をお聞きしたいと思いま

す。 

以上です。 

○議長（小森重剛） 森岡住民課長。 

○住民課長（森岡道友） 小西議員の再質問の１点目、あり方検討部会での提言内

容の詳細についてということの御質問にお答えをさせていただきます。 

機能拡充・強化という部分で、現診療所の現科目、内科、小児科に加えまして、
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リハビリテーション外来の充実、さらには疾病予防や介護予防などの予防医学の

コーディネート機能の付加、さらには地域医療連携への対応、健康づくりの拠点

である保健センター及び地域包括支援センターとの業務連携、機能拡充・強化と

いうことで４つの提言をいただいております。 

さらに建設地ということで３つの提言をいただいております。 

１つ目につきましては、利用者の利便性が高いこと、２つ目に、将来の医療政

策の動向及び患者ニーズ等の医療の変化に増改築等で対応できる敷地面積がある

こと、３つ目に、洪水被害が多く想定されない場所であるという、この３つを提

言いただいているということでございます。 

以上、再質問のお答えとさせていただきます。 

○議長（小森重剛） 杼木副町長。 

○副町長（杼木栄司） 小西議員の再質問に、私のほうからも一定の回答をさせて

いただきたいと思います。 

国保診療所の今後の考え方ということで、既に以前から申し上げておりますよ

うに、今回指定管理を再延長させてもらった経過といたしましては、先ほどから

の質問がありますように、大きな災害ということも数多くふえてきております。

また、我々子育てとか、そういったことも含めて、定住の維持、拡大も含めて、

そういった意味から、町が直接かかわれる医療機関、診療所、こういったものの

必要性を鑑み、指定管理を延長させていただきまして、一定の期限、この３年間

の中にしっかりとそのことを積み上げて、その公設の医科診療所の設置を続けて

いきたいというようなことで進めてまいっておりますのが基本的な考えでござい

ます。 

あわせまして、あり方検討の部を設置いただいて、運営協議会のほうから御提

案をいただいておりますのは、委員の皆様の御意見でございます。 

加えて、我々はなぜこの医科診療所の継続、指定管理を申し上げたというのは、

やはり今現在指定管理をしていただいております弓削メディカルの雨森先生、以

前も国保診療所の所長でもございましたし、こういった意味での、先ほど申しま

したような地域医療に、大変県下というより全国的に造詣の深い方でございまし

て、どちらかというと県内外にまた指導等もされておると、また、そういった先

生方を育てておられるというようなことで、この方の専門的な知恵をかりて、し

っかりとこの内容を進めていく必要があると。今まで、あり方検討の中ではそう

いった町民の皆様の意見というようなことでございますし、そこに加えて、造詣
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の深い専門的な雨森先生らの御助言をいただきながら進めていくということが考

えにございまして、今現在もそういったお知恵をかりておるところでございます。 

あわせまして、町全体の医療行政にかかわることでございますので、一方、

我々が進めようとしているコンパクトシティ化、コンパクトシティについても中

心部等周辺をどうつないでいくかといった議論を含めておりますので、そのこと

についていま一度議論を深めている最中でございます。 

小西議員おっしゃいますように、一定の期限と、一定のスケジュールがござい

ますので、少し慎重になっておる部分もございますが、基本的には目標を決めて

スピードアップをしながら、また、深い議論をしながら進めていくのが今現在の

考え方でございますので、よろしくお願い申し上げたいと思います。 

加えて、そのためには、よりよい補助金を取ってきて、できるだけ財政負担を

軽減していくのが基本的な考えでございますので、よろしくお願いを申し上げた

いと思います。 

以上でございます。 

○議長（小森重剛） 西田町長。 

○町長（西田秀治） 小西議員のほうから御指名をいただきましたので、私からも

少し考え方を御報告したいと思います。 

今、副町長が申し上げましたとおり、竜王町にとって場所というのはどこがい

いのかということを、基本的には考えてまいりたいと思っております。また、町

民の方がどういうお考えをお持ちなのかということも含めて考えてまいりたい、

加えて、今、コンパクトシティ化ということを検討しておりますが、この事業自

体は来年３月末で一応整理をしたいというふうに思っているところでございます。 

そういう意味で、コンパクト化という概念の中で、この診療所がどこにあるの

が一番いいのか、竜王町にとって、また町民の方にとっていいのかということは、

その議論も含めて決めていきたいというふうに考えておりますので、場所の決定

についてもう少し時間をいただきたいなと思うところでございます。 

加えて、雨森先生の地域医療の基本的な運営に携わっていただくという観点で

の思いもありますでしょうし、また、具体的にどこに場所を求めるかということ

については、もちろん地権者の協力も必要でしょう。 

そういうことも含めて、その診療所をどこに置くことが全体として一番いいの

かという観点で今議論をしているところでございますので、そういう意味で御理

解をいただきたいなというふうに思っております。 
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もちろん、山之上地区からも、自治会連合区からの要望もいただいておるのも

事実でございますし、そういうことも含めて総合的に検討していくということで

ございます。 

以上、回答といたします。 

○議長（小森重剛） 小西議員。 

○２番（小西久次） 町長、副町長からも知恵をかりながら、それから今後場所を

決めていくということを加えていただきました。 

実は、私もメディカルのほうにかかっておりまして、そのときに、たまたま先

生とお話をさせていただいたときに、竜王町に来て３０年、それから地域医療も

させていただいている、また、今後、指定管理が２期目でございますけれども、

継続される中で、竜王町のまちづくりに貢献したいというふうな先生の考え方も

お聞きしました。 

それから、今現在のところ、よそにはない、いわゆる「自宅みとり」というこ

とで、弓削のメディカルを中心にしながら、山之上診療所もやはりそれぞれに働

きかけをしながら、まちづくりの指定管理として貢献しているという旨もござい

ました。今後におきましても、やはりそれが成るか、成らないかはわかりません

けれども、指定管理でまちづくりができるならばというお考えをお聞きしました。 

そういうことから、やはり今後におきましても、この診療所については、当然

平成２６年に指定管理になるときにいろいろ喧々諤々意見がございましたけれど

も、やはり今現在では、公営から指定管理をしてよかったなという思いももって

ございます。 

そういうようなことから、今後、やはり町民の皆さんの医療のあり方を考える

中で、当然国保運営協議会でも検討されましたけれども、先ほど町長言われまし

たように、やはり地元の方もそれぞれ今まであったとおりにはしてほしいという

ような要望も聞いておりますので、それも踏まえつつ検討していただいて、早急

にしていただかないと、ただ、先ほど回答にコンパクトシティ化云々というお話

がありました、後でまた質問しますけれども、その部分についても時間がかかる

と思います。 

そういうことから、今後十分に検討を重ねる中で、やはりいろいろ地元要望も

ございますし、その辺も、町民の皆さんの健康も考えながら検討していただきた

いというふうに思います。 

以上、要望として終わります。 
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○議長（小森重剛） 今のは要望ですね。 

それでは、次の質問に移ってください。 

２番、小西久次議員。 

○２番（小西久次） まちづくりによる農政への影響は。 

竜王町では、工場や大型商業施設が立地するが、住宅地が少なく人口減少が続

いています。また、町の高齢化が現在の２６．４％から２０年後には３９％に増

える見込みであります。基幹産業の農業も、法人化は進んだものの高齢化し、後

継者不足が深刻なことから、安心して暮らせるまちづくりの検討が急務として、

「コンパクトシティ」のグランドデザインを本年度末に完成すると発表されまし

た。 

３月にも質問いたしましたが、具体的に動き出したことに評価はできますが、

今後、実施までには相当な時間を要すると思われます。 

まち・ひと・しごと創生総合戦略等計画されるものの、農振法、都市計画法等

さまざまな法規制により以前からなかなか前に進められなかった経緯があり、平

成２７年以降、国・県への要望活動もされていると聞いています。 

そこで以下について伺います。 

１点目、農業振興地域における土地利用に対し、国・県に対しての現在までの

協議状況と反応、また、今後の対応策は。 

２点目、竜王町は、農業を基幹産業の町として国・県から多くの事業投入がさ

れているが、まちづくり計画からの今後の農政への影響は。 

以上について、当局の見解を伺います。 

○議長（小森重剛） 奥主監心得兼未来創造課長。 

○主監心得兼未来創造課長（奥 浩市） 小西久次議員の「まちづくりによる農政

への影響は」の御質問のうち、１点目の「農業振興地域における土地利用に対し、

国・県に対しての現在までの協議状況と反応、また今後の対応策は」につきまし

てお答えいたします。 

議員仰せのとおり、人口減少に歯どめをかけるべく、農業振興地域農用地にお

ける住宅開発のための農振除外の手続を検討し、国・県へ働きかけてきたところ

でございます。特に平成２５年度には、竜王町総合庁舎周辺地区定住化促進検討

業務を実施し、実現化に向けた方策の検討を行ってきました。 

御承知のとおり、県農政課からは「実現確実な実施計画」を求められ、また、

内閣府所管の「構造改革特区」制度を活用した提案を行ってきたところですが、
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結果として不承認となりました。 

県農政当局からは、「土地改良事業の８年未経問題」や「まちづくりの視点」

から「２７号計画の緩和」でなく、「都市計画の見直し」が必要と指導を受けて

おり、進捗が見られない状況にありました。 

この間、滋賀県知事への要望として、滋賀県町村会を窓口に、農振農用地の規

制緩和に向けた要望を継続して実施しており、平成２９年度県町行政会議では、

町長みずから、滋賀県知事及び県幹部に対して、「人口増加対策の強化に向けた

農振農用地の土地利用の規制緩和について」として直接要望したところでござい

ます。 

今年度、町は庁舎周辺のコンパクトシティ化検討を始めております。これは、

１０年後のコンパクトシティ化を想定しており、議員仰せのとおり、具現化につ

いては一定期間を要するところでありますが、中心核エリアに公共施設の集約化

を検討しており、これに係る用地確保や整備実施に当たっては、まず、個別開発

の手法により進めてまいりたいと考えております。 

なお、優良農地の保全や健全な農政は維持しながら、開発とのバランスを図り、

引き続き機会あるごとに特別対策や規制緩和の要請を行い、将来的には、市街化

区域編入へとつなげてまいりたいと考えております。 

以上、小西議員への回答といたします。 

○議長（小森重剛） 井口農業振興課長。 

○農業振興課長（井口清幸） 小西久次議員の「まちづくりによる農政への影響

は」の御質問のうち、２点目の「まちづくりの計画からの今後の農政への影響

は」につきましてお答えいたします。 

本町では、これまで農業振興地域整備計画、いわゆる農振地域の指定により、

生産性の高い農業や高付加価値型農業の発展を図ってまいりました。また、本町

では、昭和５０年から全町ほ場整備事業等を実施し、農道や農業用排水路整備な

どの農業生産基盤整備事業に取り組んでまいりました。 

一方で、近年、本町内の情勢も大きく変化をしており、工業・商業・住宅用地

などの非農業的土地の需要が高まっております。 

このような情勢の変化による非農業的土地利用、とりわけ集落環境と調和のと

れた住宅への土地需要に対しましては、優良農地の確保を基本としながら、国土

利用計画や町農業基本構想を踏まえた、農業振興地域整備計画等と整合性を図っ

ていく必要があると考えます。 



- 62 - 

これからのコンパクトシティ化やグランドデザインの土地利用構想においても、

本町の基幹産業である農業を所管とする立場といたしましては、「都市的土地利

用」と「自然的土地利用」の適正な組み合わせに配慮する中で、豊かな農村環境

の維持形成及び集落の活力維持に向け、地域住民の理解を得ながら計画的な土地

利用を図っていかなくてはならないと考えます。 

あわせて、これらの構想等がこれからの力強い竜王の農業の維持発展につなが

っていかなければならないと考えております。 

以上、小西議員への回答といたします。 

○議長（小森重剛） 小西議員。 

○２番（小西久次） 再質問をさせていただきます。 

回答にもありましたように、竜王町は、先人が全町ほ場整備や農林公営事業、

日野川かんがい排水事業、畜産事業等農業のまちとして工業、商業とともに推進

されました。その中で、農業を守り、竜王ならではと今後もその状況の継続が必

要であるということで、調和をとりながら進めていくということに回答をいただ

きました。私も、その継続が当然必要だというふうに考えております。 

その中で質問させていただきたいというふうに思います。 

まず最初に、主監のほうから回答をいただきました中で、基本的にコンパクト

シティ化実現というのがありましたけれども、先ほども冒頭申し上げましたけれ

ども、時間がかなりかかると思います。都計法の見直しに７年、農振法の見直し

に係る国営・県営のかんがい、農地の事業完了後８年みてですね、これはなかな

か難しい。 

それから、２７号計画、２６号の２計画については、これは基本的に地方公共

団体が地方分権の中で滋賀県がするという、いわゆる許認可のことであります。 

しかしながら、冒頭滋賀県議会の質問にもありましたけれども、県の農政部長

はなかなか難しい、国のほうであるというふうな、国から来ておられる農政部長

の答弁にありました。これは、なかなか見込めないというふうに私は考えており

ます。 

しかしながら、先ほど申しましたように、コンパクトシティのグランドデザイ

ン化の絵を描く、これは最も重要なこと、いわゆる将来を見据え、重要なことだ

と認識しておりますし、先ほど言いましたように、ある一定の評価をするという

質問をしました。 

そういうふうな中で、今後、ことしも国・県に対して要望を行った、最重点要
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望４つのうちの１つの要望を町長はされて、指示されたというふうなこともお聞

きしました。 

その中で、概要を見てみますと、今後、将来の農業、農村及び商工業を守ると

いったまちづくりにするといった一定の要件を満たす、農振除外にできるよう国

に働きかけをするというふうなことでございます。 

具体的に、先ほど申しましたように、滋賀県では農政課、国に対しては農水省

かわかりませんけれども、具体的な案をもって協議されたというふうに思います

けれども、そういうふうな条件についてのもう少し詳しいお話を聞きたい。 

それから、先ほど申しましたように、コンパクトシティ化の、いわゆる一気に

抜くことはなかなか難しいけれども、その手法を考慮する必要があるのではない

かというふうに思います。 

以前にもお聞きしましたけれども、基本的には、公共事業で核をつくり、そし

て、その周辺を活性化させていくというのが一番ベターな方法ではないかと私は

考えております。そういうふうなことにつきまして、やはり近いうちに施行しよ

うとするならば、そういうふうな考え方も必要ではないかと私は思います。 

そういうふうなことで、ある一定町長の考え方、トップダウンの考え方はどう

いうふうにもっておられるのか、その辺お聞きしたい。 

以上、お願いします。 

○議長（小森重剛） 杼木副町長。 

○副町長（杼木栄司） 小西議員の再質問に、私のほうからも回答を申し上げたい

と思います。 

今、小西議員が全体を通しておっしゃったように、実際に具体的にどういうふ

うにして進めていくのかというようなことで、アイデア等もいただいたところで

ございます。 

以前、１０年以上前から、中心核というようなことで、当時といたしましては

人口減少も踏まえて、いわゆる若者の住んでもらえるような部分を役場周辺につ

くっていきたいというようなことでいろいろ手を考えながら、兼業農家の方が住

めるとか、農家を手伝ってくれる方が住んでもらう住宅整備をしていきたいと、

こういうような形でいろんな中心核整備の一連として住宅整備に軸足を置いて今

まで進めてきたところでございますが、そういう意味からいいますと、農政の問

題、また、補助整備事業の投資といった部分では大変課題が高かったのかという

ことで、農振の除外も簡単にできないというような状況でございます。 
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今現在、小学校の改築とか、そういったことが目の前に迫ってきて、それも含

めて公共施設の集約化ということから農地への配慮、こういった分についてしっ

かりとそのことを県・国に要請をしながら、それのための熟度の高い計画をもっ

ていって、そういったことから、いわゆる農地の都市化ということを一定進めて

まいりたいというのが今現在の考え方でございます。 

あわせまして、そういった形で一部集約ができることによって、見た目の都市

化ということが進んできますと、そこへ枝葉がつく形での住宅整備、さらには都

市計画の市街化編入というようなことの流れをもっていきたいと思っております

ので、小西議員がおっしゃったように、７年とか５年とか、いろんな部分がある

わけですけれども、それを打開していくためには、コンパクトシティ化の絵をし

っかりと描き上げ、その中では公共施設、特に学校問題等のことの公共施設を引

っ張らせてもらって、そういった拡大をしていくというのが今現在の考え方でご

ざいます。 

なお、具体的な手法としてはそういうようなことでございますが、やはり農業

を守りつつ農地の転用、都市化ということについては、これはもう政策、政治的

な要素もございますので、引き続きまして町長のほうもいろんな要請もさせても

らっておりますし、また、議員の皆さんのほうにつきましても、竜王の農業、ま

た竜王の町を守るという意味で、また御支援もお願い申し上げたいと思います。 

以上でございます。 

○議長（小森重剛） 西田町長。 

○町長（西田秀治） 小西議員にも改めて指名をいただきましたので考え方を説明

いたしますけれども、基本的には今副町長から申し上げたとおりでございます。

私も、今小西議員がおっしゃったとおり、公共施設を一つの核として、そこの、

いわゆる建設を通じて、いわゆる農地を転用していく、そういうやり方しか今の

ところはないだろうというふうに思っておりまして、そのためにもグランドデザ

インだとか、コンパクトシティの絵を描くという発想をもっております。 

したがって、例えば今、小学校も喫緊つくらなきゃいけない、どこにつくるん

だ、そのために土地が必要であれば農地を転用させていただく、そこに例えば小

学校をつくる、また、幼稚園の改修も本当に必須であれば、幼稚園をどこにもっ

ていくんだ、今の場所から移すのかどうかという議論も含めてやっていく、給食

センターがもう古くなってどうしようもないというのであれば、それも場所を決

めてやっていく、そういう中で核づくりをやっていくしかないだろうと私は思っ
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ています。 

そういう手法を使いながら、公共施設の長寿命化ということも含めて、そうい

うプランをつくるのがコンパクトシティの絵を描く一つ大きな目的でもございま

すので、そういう中で取り組みを進めてまいりたいと思っておりますので、御理

解をいただきたいというふうに思うところでございます。 

以上。 

○議長（小森重剛） 奥主監心得兼未来創造課長。 

○主監心得兼未来創造課長（奥 浩市） 小西議員の再質問の中で、国・県への要

望内容でございますが、先ほど私の答弁の中で、行政会議の中での要望を町長の

ほうから出したということでございますが、そのことについて全部は申し上げら

れませんが、お答えとさせていただきます。 

人口増加対策に向けた農振、農用地の土地利用の規制緩和についてということ

で、町長から発言をされました。 

本町につきましては、農業の町でございますが、また一方では、一大自動車製

造工場が操業する工業の町として発展し、また、現在は滋賀竜王工業団地の造成

が進められており、その一区画については、平成２９年度要望でございますので、

平成３０年春の工場操業が決定している、さらに近年は、アウトレットパーク滋

賀竜王が開業し、商工業合わせて多くの人の交流が生まれるなど、都市と農村の

交流のさらなる発展が期待される。 

一方で、農業の担い手の減少などを背景に、現在竜王のまちの人口は減少傾向

が続いており、総合計画、都市計画マスタープランをはじめ、まちの大きな流れ

である地方創生の実現を目指して策定した「まち・ひと・しごと創生総合戦略」

などにおいて、住宅開発による定住人口増加施策を喫緊の課題として取り組もう

としていると。 

しかしながら、町土の大部分が農振農用地に位置づけられており、当該農地に

ついて農振除外申請を行う場合、土地改良法に規定する土地改良事業の完了した

年度の翌年度から起算して８年経過の規制があることから、新規立地企業からも

求められ、供給が必須となる住宅開発について認められない状況になっておりま

す。 

このことから、当該計画に係る農振農用地の規制については、まちの将来の農

業、農村及び商工業を守るというまちづくりに資するといった一定の要件を満た

す場合には、農振除外ができるよう国に働きかけをお願いしたいというようなこ
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とで、直接知事に要望されたことでございます。 

以上です。 

○議長（小森重剛） 小西議員。 

○２番（小西久次） それぞれ回答いただきまして、町長の思いも理解はできまし

た。なるだけ早くうまく計画を立ててやっていただきたいというふうに思います。 

特に先ほど申しました優良農地は絶対守らなあかん、しかしながら、そうでな

い土地はやっぱりそれなりにできるようにしていくという、基本的な考え方をも

っていただきたいというふうに思いますし、なおかつ、当然、県要望、国要望に

対して、ある一定町長は理念をもって接しておられる。 

しかしながら、国と県の仕分けをきちっとしていただいて要望していただきた

いというふうに思いますし、県に対してきちっと要望していただきたいと思うん

ですが、その辺のお考えをお聞きしたいと思います。 

○議長（小森重剛） 西田町長。 

○町長（西田秀治） 小西議員の再々質問にお答えをします。 

県の所管する業務については、もちろん県知事以下担当部門の幹部に要望する

ということでありますし、また、国にかかわる、特に農業農地等については、こ

れは農林水産省所管でございますから、そういうところに要望していく、もちろ

んこの要望のやり方については、県を通じて一緒に要望することもあれば、また、

担当国会議員等の力もかりながら要望していくと、そういうふうに仕分けをして

やっていきたいというふうに思っているところでございます。 

それから、先ほどちょっと農業の問題について御質問いただいておりまして、

お答えできなかったんですが、基本的には、私はやはり農業というのは、今後ど

うあるべきかという長い１０年ぐらいのスパンで、竜王町の農業をどうしていく

んだ、どういうふうに進めていくのが一番いいのか、振興策も含めて、それをし

っかりとやっぱり議論することが必要だろう、もちろん、優良農地を守ることも

重要です、緑を守ることも重要です、だけど、それを今の農業の担い手の中でど

ういうふうにやっていくんだ、極論すれば、本当に超大型化というのがあるかも

しれません。 

そういうことも含めて、しっかりとそこは議論しながら、形をつくっていくこ

とが重要だと思っておりますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

○議長（小森重剛） 次に、５番、森山敏夫議員の発言を許します。 

５番、森山敏夫議員。 
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○５番（森山敏夫） 平成３０年第３回定例会一般質問。５番、森山敏夫。 

土砂災害の危険度は。 

竜王町水防計画書によると、土石流危険渓流箇所、急傾斜地崩壊危険箇所、山

腹崩壊危険箇所、崩壊土砂流出危険箇所がそれぞれ指定されています。この中で、

特に災害が発生したとき、一瞬にして人の生命・財産を奪ってしまう土石流危険

渓流箇所で指定された１４カ所は、善光寺川、大山川、祖父川、谷田川に接続す

る川、支流、谷となっています。 

現在、平成２５年の台風１８号による鏡山山腹で東西に発生した土石流の災害

復旧工事を県・国で行っていると聞いていますが、土石流が南北に発生していた

ら、集落、工場等に多大な被害が生じていたかもしれません。 

そこで、指定された１４カ所のうち、危険度の高いと想定される箇所がどこな

のか、被害はどの程度なのか、予測困難であるがゆえに、現時点で考えられる対

策はあるのか伺います。 

○議長（小森重剛） 森建設計画課長。 

○建設計画課長（森 徳男） 森山敏夫議員の「土砂災害の危険度は」の御質問に

お答えいたします。 

竜王町水防計画書に掲載の「土石流危険渓流箇所」１４カ所については、平成

１１年から平成１３年までの間に滋賀県が調査され、選定されました。これらの

箇所については、主に本町の西側、特に鏡山に端を発する谷筋に多くあり、平成

２５年の台風１８号時には、上流部である鏡山山腹において複数の山腹崩壊が発

生しました。 

これの復旧としまして、鏡地先の星ケ峯については、平成２６年度に滋賀県に

おいて復旧工事が完了済みです。その他、鏡山ハイキングコース沿いの国有地に

おいては、今年度、土砂流出防止の堰堤の整備工事を国において実施中であり、

また、鏡工業団地の南西側足洗川支流についても、滋賀県が土砂流出防止のため

の堰堤整備の工事を着手する予定となっております。 

「土石流危険渓流１４カ所のうち、危険度の高いと想定される箇所はどこなの

か、被害はどの程度なのか」という御質問につきましては、鏡地先の足洗川支流、

東谷及び薬師地先の澪川支流の６カ所の渓流については、平成１３年に制定され

た土砂災害防止法に基づき、滋賀県により基礎調査が実施され、土砂災害警戒区

域及び特別警戒区域の指定を受けていることから、危険度が高いと判断しており

ますが、実際には、各箇所における降雨状況や山の荒廃状況、また、土砂、岩石
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だけでなく、流木の発生状況等により被害の程度は大きく変わるものであり、被

害の予測については、困難なものであると認識しております。 

現時点で考えられる対策としては、まずは地域住民の命を守る対策が第一であ

り、そのためには、平常時から土砂災害の危険性の周知、防災意識の向上、豪雨

時における情報の収集、防災情報の伝達、避難勧告等に伴う避難等、地域住民、

行政がそれぞれの役割の中でしっかりとした対応をとっていくことが重要である

と考えております。 

本町としましては、土砂災害から人的被害が生じないよう自主防災組織とも連

携協力し、適切な避難行動をとっていただくための情報の発信、周知に今後も努

めてまいりたいと考えておりますので、御理解、御協力のほどよろしくお願い申

し上げ、森山議員への回答といたします。 

○議長（小森重剛） 森山議員。 

○５番（森山敏夫） 土石流についてでありますが、計画区域の、通称「イエロー

ゾーン」という部分があるんですが、土石流発生のおそれのある渓流において、

扇頂部から下流で勾配が２度以上の区域というような定義があろうかと思います。

こんな中で、現在、１４カ所というようになっておりますけれども、竜王町独自

で調査されて、今の話を聞くと、県の調査に基づいたものだというようになって

おりますけれども、このほかに危険な箇所はないのかということ。 

それから、この警戒区域の町としての調査点検というのか、頻度はどのくらい、

年に１回とか、大雨のあった後すぐ行っているとか、いろんな調査の仕方がある

と思うのですけれども、どの程度行っておるかということと、今、地域防災計画

の見直しをしようということで準備をしておると思いますけれども、この区域の

ハザードマップの見直しを行うのか、行うのであれば、その要点は何かを教えて

いただきたいというように思います。 

台風２１号、先日のときも住民支援者の方、避難所といいますか、本部のほう

で５名ほど預かっておりましたけれども、いつ避難させようかと、本当に難しい、

タイミングもあります、そこらも含めて避難に関するタイムラインとか、そうい

うものをもう既に作成しているのか、あれば早目に住民に周知徹底する必要があ

ろうかと思います。その点についてお伺いいたします。 

○議長（小森重剛） 森建設計画課長。 

○建設計画課長（森 徳男） 森山議員の再質問にお答えをいたします。 

まず、１点目のイエローゾーン、いわゆる土砂災害警戒区域のほかに危険な箇
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所は竜王町内にはないのかということでございますが、今現在、詳しい調査を町

で独自でさせていただいておりませんので、現時点で考えられるのは、今の現在

の箇所だけが危険な箇所というような位置づけということを考えております。 

しかしながら、最近の全国的な豪雨、西日本豪雨なども含めまして、やはりそ

ういう土石流っていうことの被害が多いということもございますので、滋賀県に

おかれましては、もう一度県内全体の見直しの基礎調査に入られる予定というふ

うに聞いております。現在、それの洗い出しをされているところでございますの

で、そのほかのところの部分にまた調査の中で出てきましたら、その分危険箇所

がふえてくる可能性もありますが、今の時点では、その調査の段階がまだこれか

らでございますので、現時点では今の箇所を選定させていただいているところが

危険箇所ということで考えているところでございます。 

それと、その部分につきまして点検はどれぐらいの頻度で行っているのかとい

うことでございますが、この点検につきましては、まず、これは県との合同でご

ざいますが、砂防の危険箇所につきましての点検ということで、共同での点検を

年１回、場所を選定しながらパトロールをさせていただいているところでござい

ます。 

それのほかにつきましても、砂防の見張り、これは県が委嘱されているところ

でございますが、町内におかれました１名の方を見張り員として委嘱をさせてい

ただいておりまして、その中で大体月に１回程度でございますが、点検等とか、

見張り・パトロールをしていただいている状況でございますので、それをもって

回答とさせていただきます。 

以上でございます。 

○議長（小森重剛） 図司生活安全課長。 

○生活安全課長（図司明徳） ただいまの森山議員の、私からは３点目ということ

で、今現在地域防災計画の見直しに取りかかっており、今年度、来年度かけて改

定を行いたいということで進めておるところでございますが、その中で特に土砂

災害の部分についての見直しはどのように考えているのかというような御質問や

ったというように思っております。 

土砂災害、先ほど回答の中でもありましたように、まずは発生の見通しがなか

なか立たない、また、発生した場合には人命に直接かかわってくるという、大き

な災害であるということは認識をしておるところでもございます。 

そういった中で、今現在避難準備、また、避難勧告、避難指示も含めまして、
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一定現状としての基準というのはもっておるところでございますけれども、現在

の水防計画、地域防災計画も含めまして、できた当時から比べますと、気象庁の

危険度分布ということで、降雨量から土砂災害の発生をいかに予知していくかと

いう部分もかなり精度が上がっておるところでもございます。 

そういった中で、今現在の基準といたしましては、県と気象庁、気象台のほう

が共同で発出いたします、土砂災害警戒情報というのがベースに考えられておる

ところでもございますけれども、この当時よりさらに精度が上がって、もう少し

細かいメッシュの中での情報が得られるような状況になっております。 

先ほど「タイムライン」というふうに申されたところもございますけれども、

改めてその精度の細かい中で、この状態のときには避難情報を出していくという

ようなことで、得られる情報を最大限に生かしていけるようなことを今の時点で

防災計画、また、水防計画の中に書き込んでいく必要があるというふうに一定思

っておるところでございます。 

それとあわせまして、先ほども申しましたように、やっぱり命を守るというと

ころからは、先の台風の中でも一番土砂災害の影響を受けるエリアということで、

美松台区さんのところがやっぱり件数が一番多いというところもございまして、

一定町の組織でいきますと、生活安全課、また建設計画課、また地元美松台の自

治会さんと各戸というよりも班で、この班というところを、仮に避難指示を出す

ときには出していこうということで共有をさせてもらったところでございます。

美松台の中では１１の班を指定させていただいて、避難を出す場合にはこの１１

の班でお願いしたいということで共有をさせていただきました。 

まだまだ完成したものではございませんけれども、計画も進める中で、またほ

かの地域も含めまして取り組みを進めてまいりたいと思いますので、よろしくお

願いしたいと思います。 

以上、森山議員への御回答とさせていただきます。 

○議長（小森重剛） 森山議員。 

○５番（森山敏夫） 回答の中で、まずは地域住民の命を守る対策が第一であり、

そのためには平常時から土砂災害の危険性の周知、防災意識の向上、豪雨時にお

ける情報の収集、防災情報の伝達、避難勧告等に伴う避難等、地域住民、行政が

それぞれの役割の中でしっかりと対応をとっていくことが重要であると考えてお

ります、考えておるだけではものにならない。どういう対応をとろうとしておる

のか。今、言える範囲しかないと思いますけれども、お願いいたします。 
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自然災害というものは、ある程度予測できるものもあれば、全く予測できない

ものがあると思いますけれども、住民の生命・財産を守ることが第一であり、今

進めている地域防災計画の見直しを前提として、特に災害も巨大化してきており

ます。災害に強いまちづくりが不可欠であるというように思っておりますが、総

合的な観点で町長はどのように思っておられるのか、回答をお願いいたします。 

○議長（小森重剛） 図司生活安全課長。 

○生活安全課長（図司明徳） 森山議員の再々質問にお答えをさせていただきます。 

今現在、計画も含めまして、また、実際実行させていただいていることも含め

まして、周知、また情報の収集・伝達等の今やっていることというところでござ

います。 

一番大きな部分といたしましては、一つは情報の収集というところで、近年、

県、また気象庁とのホットラインが結ばれております。河川の水位も当然でござ

いますけれども、先ほども申しました、気象庁で降雨による土砂災害の発生が予

想される場合には、事前にやりとりをさせていただいているというようなことも

ございます。 

先の西日本豪雨のときでも、夜中でもございましたけれども、県、気象庁との

やりとりをする中で、竜王町の状況については一定確認もさせていただいてきた

ところでもございます。 

また、あわせまして、先ほども申しましたけれども、かなり精度が上がってお

る、また、それがインターネットを通じて公表されておるというところもござい

ますので、そういった意味でも、情報収集についてはかなり精度が上がってきて

おるのかなというところも思っております。 

また、情報の伝達という部分につきましては、昨年度から進めておるところで

もございますけれども、町の防災行政情報をいち早く町民皆さんにいろんなツー

ルを使って発信するということで、システム整備を来年度、再来年度、２カ年を

かけて整備をしていくことを進めておるところでございます。これも、一つの情

報伝達手段の大きな部分を占めておるというふうに考えております。 

また、あわせまして、今年度美松台地区の青パトを更新いただいたときに、町

と覚書を交わさせていただきました。その中では、防災も含めた事前のお知らせ

等もお願いをしてきたところです。先の台風時においては、町のパトロールでも

広報しておりましたけれども、特に西小学校区では、美松台の所有されておる青

パトでも事前の周知というか、注意喚起のほうもお願いをさせていただいたとこ
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ろでございます。なかなか町で行き届かないところについては、そういう地域も

含めまして御協力も願う中で、よりよい発信というのも考えていきたいというと

ころでもございます。 

今、考えておるというか、実際計画も含めて実行しておる分でのお答えとさせ

ていただきたいと思います。 

以上でございます。 

○議長（小森重剛） 西田町長。 

○町長（西田秀治） 森山議員からも御指名をいただきましたので、少しお話をし

たいと思います。 

もちろん町民の皆さんの安心・安全を確保する、守る、これが私どもの重大な

使命でございます。そういう意味で取り組みを進めているというふうに思ってお

りますし、竜王町の安心・安全という、特に自然災害という観点を考えますと、

一つは、やはり日野川の河川の問題、それからもう一つ、昨今非常に我々として

も留意しなきゃいけないと思ってますのが土砂災害の問題、竜王町も、甲賀市だ

とか日野町のように、そういう地域が広くありませんけれども、危険地域はあり

ますので、そういうものも含めてしっかりと対応をしていきたい、いかなきゃい

けないという認識をしています。 

また、災害時といいますか、そういう台風等のときにおける防災活動だとか、

また、その自治会の皆さんとの連携によるいろんな対応とか、そういうことで安

心・安全を確保していきたいし、また、ハザードマップだとか防災計画の中にも

そういうものをしっかりと位置づけていかなきゃいけないと、そんな認識をして

おりますし、今その作業に改修しておりますので、少し自然環境も大きく変わり

つつあるという背景もございますので、そういうものも含めて取り組んでいきた

いというふうに考えておるところでございます。 

以上でございます。 

○議長（小森重剛） 次の質問に移ってください。 

５番、森山敏夫議員。 

○５番（森山敏夫） ため池の防災対策は。 

異常気象による豪雨等により、各地でため池が決壊し、人命・財産にかかわる

災害が多発し、防災上の観点から問題視されております。平成２９年第２回定例

会で関連する一般質問を行ったところでありますが、私たちを取り巻く環境も

刻々と変化していると感じているため、改めて伺います。 
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前回の答弁の中で、「ため池ハザードマップを作成する」、「ため池整備計画

を策定し、防災計画、水防計画に反映する取組を行う」とありました。 

本定例会において、関連する業務委託料の補正予算として２，０００万円が計

上されております。 

次の３点についてお伺いをいたします。 

１点目、業務委託により見直しされる主な内容と成果の公表時期について。 

次に、その成果をもとに、関係する地域住民への周知方法について。 

次に、水利を必要としなくなったため池は何カ所あるのか、また、そのまま放

置しておくことは、防災上問題があると思いますが、対策はどのように考えてお

りますか。 

以上、お伺いいたします。 

○議長（小森重剛） 井口農業振興課長。 

○農業振興課長（井口清幸） 森山敏夫議員の「ため池の防災対策は」の御質問に

お答えいたします。 

まず、１点目の「業務委託により見直しされる主な内容と成果の公表時期につ

いて」の御質問につきましては、国の計画、これは目標値ではございますが、で

は、平成３２年度までにため池ハザードマップを策定することとされております。 

ハザードマップ策定の想定は、大きな地震により堤防が決壊し、全ての水が下

流へと流れてきた場合の浸水想定・浸水到達時間・避難経路等を図化等するもの

でございます。 

見直し内容につきましては、現在の竜王町地域防災計画及び竜王町水防計画に

おける重要水防ため池２０カ所の指定区分、ため池水防のランクでございますが、

その見直しを行います。 

さらには、平成３１年度に実施するため池１０カ所の調査結果を踏まえ、同年

に見直しをされる竜王町洪水ハザードマップにため池浸水想定図などの情報を反

映してまいります。 

成果の公表時期につきましては、今年度実施するため池１０カ所につきまして

は、業務完了後速やかな公開を予定しております。 

２点目の、「その成果をもとに関係する地域住民への周知方法について」の御

質問につきましては、対象地域住民へのマップの配布や町ホームページへの掲載

などにより、関係者に周知することを予定しております。 

また、マップの作成に当たっては、地域住民の皆様にも御参加いただく形のワ
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ークショップ等を開催することにより、地域特性や意見の反映に努めてまいりま

す。 

次に３点目の、「水利を必要としなくなったため池は何カ所あるのか。また、

そのまま放置しておくことは防災上問題があると思うが、対策はどのように考え

ているのか」の御質問につきましては、現在の農業用ため池台帳には４７カ所の

ため池があり、うち農業用水利を必要としなくなったため池につきましては、先

日実施の緊急ため池点検により３カ所でございます。 

なお、ため池は農業用用水以外の目的で利用されているケースも考えられるこ

とから、下流域への十分な影響調査が必要と思われます。その上で、防災対策と

しては、定期的なため池点検の実施や常時水位をさげておくなどの対策が必要と

考えます。 

ため池の維持管理に当たっては、行政・関係自治会、並びに関係機関等との連

携を図り、適正なため池の施設管理に努めてまいります。 

以上、森山議員の質問への回答とさせていただきます。 

○議長（小森重剛） 森山議員。 

○５番（森山敏夫） 前回も関連する質問をしたかと思うんですけれども、ため池

の中で、堤体の老朽、それから余水吐に問題があるというようなため池が何カ所

かあるように思うんですが、ハザードマップというのは、ほぼため池が正常な状

態で多分つくられると思います。ちょっと欠陥があるところをハザードマップつ

くっても、何かというような気はしますけれども、そこらからすると、改修計画

については行う予定をもっておるのか、もし行う場合の費用はどういう具合にす

るのか。各字とかに管理者がいろいろおるわけですけれども、そこらの兼ね合い

をどうするのかということと、また、ため池で流入した堆積物とか、土砂とか、

いろいろあろうかと思うんですけれども、定期的な点検は実施しておられるのか

お伺いしたいと思います。 

もう一点は、土石流との関係がありますけれども、山面の向山谷に接続する向

山ため池、ためという池があるんですが、ここらの土石流とその池の下にあると

いう、これ何か２つほど重なっているような状況だと思うんですけれども、ここ

らはどういう取り扱いになるのか教えていただきたいと思います。 

○議長（小森重剛） 井口農業振興課長。 

○農業振興課長（井口清幸） 森山議員の再質問につきまして、お答えをさせてい

ただきます。 
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まず１点目の、これは全国一斉の緊急点検ということで８月にさせていただい

たんですが、その目的につきましては、その時点において緊急的に、要はため池

の修繕等が必要なため池があるか、ないかというようなところが一番の目的でご

ざいまして、ため池の、例えば余水吐の状況とか、いろんな構造的なものについ

ても若干確認はさせていただくんですけれども、現時点でのため池として、要は

大きな被害が起きないような状態であるのかどうかというのが大きな目的でござ

いましたので、まずはそれが１点でございます。 

その上で、調査の結果、これは重要水防ため池２０カ所を含めた農業用ため池

４７カ所でございますけれども、竜王町では、幸い緊急的に直すため池というの

は確認もされておりませんし、今後のため池の状態も見ながら、また点検等を含

めて対応してまいりたいというのが１点目でございます。 

そして、２点目の今後の改修計画ということでございますけれども、これにつ

きましてはやはり計画をもって、当然費用も高くつきますし、またそのためには

財源として補助金等も確保せなあかんということで、現時点としては、今回の今

年度、次年度のハザードマップの作成時に点検も踏まえし、そして国の補助金を

いただくためには、ため池の整備計画を立てる必要がございますので、それを立

てた上で順次行ってまいりたいということで、緊急時を除くため池以外につきま

しては、そのような対応をしてまいりたいと考えております。 

負担金につきましては、今申し上げましたように、国の交付金を活用し、当然

１００％ではございませんので負担金は伴ってくるということでございます。 

あと、３点目の向山ため池の関係でございますが、今回させていただきますハ

ザードマップの策定におきましては、向山ため池台帳では申し上げますけれども、

農業ため池でございます。土石流の危険区域ではなしに、先ほど建設計画課長が

申し上げましたように、土石流の危険箇所に指定されておるということでござい

ますので、ただ、その危険箇所の下流にあるため池に当たります。 

今回のため池のハザードマップと、それから先ほど来、防災対策で出ておりま

す洪水のハザードマップ、さらには土砂災のハザードマップ、そういうものと連

携をして、できましたら今庁内部協議をしておりますが、やはり一枚の図面の中

でそうした想定がわかるような形にすればどうかということで、調査、策定のタ

イミングもございますけれども、そういうような形で進めておりまして、その土

砂災によってため池の影響も踏まえてハザードマップかと言われますと、今回の

ハザードマップの作成は、台風で満水状態のため池が決壊したということを想定
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しておりますので、今回行いますため池ハザードマップの中では、ため池の土石

流なり、いろんな土砂なり、またそういうものでの影響は配慮しておりません。 

以上、回答とさせていただきます。 

○議長（小森重剛） 森山議員。 

○５番（森山敏夫） １点は今回答のあった、当然土石流が起これば土砂とか流木

が池に流れ込むわけですので、そこらも現在では検討項目に入っていないという

ようなことですが、これはちゃんと考えてやってもらわないと、大災害というの

か、住宅地を控えておりますので、今後そこらも含めて検討していってもらえる

のか、そこを聞きたいと思います。 

また、先ほど今使われているため池という話がありましたけれども、使われて

いないとか、管理者がわからないため池については、広島県では水を抜いて埋め

てしまうと、廃止措置を進めるというようなことで今取り組んでおるようなんで

すが、竜王町はどのように考えておられるのか。 

それと、今年度実施するため池１０カ所について、業務完了後、速やかな公開

を予定しておりますと書いておりますが、時期はいつになるのか聞きたいという

ように思います。 

以上、お願いいたします。 

○議長（小森重剛） 井口農業振興課長。 

○農業振興課長（井口清幸） 森山議員の再々質問にお答えをさせていただきます。 

まず１点目の、今年度と来年に行いますため池ハザードマップの関係でござい

まして、ちょっと私、上流への影響については配慮しないというような話もさせ

ていただきましたが、ちょっと言い方が極端でございまして、特に２０カ所のた

め池の選定につきましては、重要水防ため池２０カ所ということではなく、農業

ため池４７カ所も含めて、その下流に人的被害とか、あるいは建物、公的な部分

も含めて、そうした被害が想定されるところを優先的に行ってまいりたいという

ことがまず１点でございまして、その上で、今回、先ほどございましたようなそ

の上流に危険区域、危険箇所がある場合については、やはり想定ができる範囲内

での条件として、浸水区域とか浸水の到達時間、さらにはその浸水によって、例

えば極端な話、避難経路が現在の防災計画と変わるとか、いろんなことも想定さ

れますので、ある程度想定できるものにつきましては配慮しながら計画を立てた

いと考えてございます。 

２点目の、ため池として使用しなくなったというようなため池の維持管理なり、
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具体的には廃止の措置ということでございましたけれども、現在農業ため池とし

て台帳にございます４７を申し上げますと、先ほど申し上げましたように、現在

使われていないため池も現にございますし、防災対策上は、先ほど言いましたよ

うに、常にそういうときのためには水位を下げておくとか、いろんなことがござ

います。また、他の用途としては、その土地の所有者、ため池の所有者なり管理

者、そういう方々との協議を踏まえた中でそうした対応をしてまいりたいという

ふうに考えてございます。 

３点目の、ため池のハザードマップの今年度分１０カ所の公表でございます。

速やかな公表と申し上げましたけれども、今議会におきましてちょっと補正予算

をお願いしている関係でございまして、１０カ所については今年度中に完了して

まいりたいと考えてございます。 

ただ、いろんな条件の中で、ちょっといろんな対応をせなあかん場合もござい

ますけれども、現時点としては３月末ということで業務完了を考えておりますの

で、その後速やかな公表ということで考えてございます。 

以上でございます。 

○議長（小森重剛） この際、申し上げます。ここで午前１０時５５分まで暫時休

憩いたします。 

休憩 午前１０時３８分 

再開 午前１０時５５分 

○議長（小森重剛） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

次に、９番、貴多正幸議員の発言を許します。 

９番、貴多正幸議員。 

○９番（貴多正幸） 平成３０年第３回定例会一般質問として、全国学力・学習状

況調査の結果を受けての対応はについてお伺いいたします。 

８月１日付の読売新聞に、「全科目５年連続全国平均下回る」との印象的な見

出しで、今年度実施された全国学力・状況調査の結果の記事が掲載されていまし

た。 

この問題については、平成２５年第４回、平成２６年第３回定例会にも質問を

し、都度回答をいただいたところです。 

さて、４年前の結果においても、県内の平均正答率は全調査教科で全国平均を

下回っていました。以前の回答では、「竜王町の子供たちは、全国平均と比較す

ると各学校・各教科・各分野の調査結果のほとんどにおいて滋賀県平均を上回っ
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ています」と回答されました。 

そこでまず、今回の結果はどのような状況なのか伺います。 

次に、この４年間で子供たちの学力向上のため、何をなされてきたかについて

伺います。 

さらに、滋賀県教育委員会から学力向上に向けた改善策の提示等があったのか、

また、なければ、竜王町から滋賀県教育委員会へ問い合わせ等を行ったのかにつ

いてお伺いいたします。 

○議長（小森重剛） 武久学校教育課長。 

○学校教育課長（武久雅則） 貴多正幸議員の「全国学力・学習状況調査の結果を

受けての対応は」の御質問にお答えいたします。 

今年度の学力調査の結果につきましては、中学校の理科以外、全国平均を上回

ることはできませんでした。大変厳しい結果であったと重く受けとめております。 

学力調査で測定できるのは学力の一側面にすぎませんが、やはりこの調査は、

学力の状況をはかる大切な指標であると認識しております。調査結果を分析し、

課題を明確にし、課題解決のための具体的で、実効性のある改善策を早急に始め

ていかなければならないと考えております。 

今回の調査で明らかになった課題は、大きく２つあると考えております。 

まず１つは、「生きて働く基礎基本の力」が十分に身についていないというこ

とです。これは、基礎基本を定着させるための「復習や繰り返し学習」が不足し

ていることと、授業終盤における「学習のまとめや振り返り活動」が十分でない

ことが原因だと考えられます。 

毎回の授業で「学習のまとめや振り返り活動」を行うことにより、子供たち自

身が何がわかったのか、何ができるようになったのか、次に何が知りたいのかを

実感したり、確認したりできるからこそ、意欲的に「復習や繰り返し学習」に向

かえるようになると考えます。 

もう一つは、「主体的に学ぶ姿勢や家庭学習の習慣」が十分に身についていな

いということです。これは、授業の中で子供たちが「できる喜び・分かる楽し

さ」を十分に味わえていないことが原因だと考えられます。「できる喜び・分か

る楽しさ」が学習への自信と意欲につながり、主体的に家庭学習に向かう原動力

になります。 

加えて、家庭やＰＴＡと家庭学習の重要性について認識を共有し、連携協働の

もと、家庭学習の充実を図っていくことも極めて大切だと考えております。 
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次に、「この４年間で子供たちの学力向上のため、何をなされてきたか」の御

質問にお答えいたします。 

過去４年間、本町では、３５人以下学級編制と少人数指導によるきめ細かな指

導を基本として、一人一人に応じた指導や支援を大切にしながら、学習環境や指

導体制の充実を図ってまいりました。 

町費による講師や少人数指導教員、支援員等によるきめ細かな指導や支援は、

学習面のみならず生徒指導面においても有効であり、落ちついた学校文化の醸成

や学校の活性化につながっています。 

平成２７年度には、小学校にもＩＣＴ環境が整い、実物投影機やデジタル教科

書等を活用した授業は、どの子にとっても見やすくわかりやすく、配慮が必要な

子供たちにとっても学びやすい授業ができています。 

あわせて、この間、新学習指導要領への対応として、「特別の教科道徳」の研

究やアクティブ・ラーニング（主体的・対話的で深い学び）の視点での授業改善

を進めてまいりました。 

最後に、「県教育委員会から学力向上に向けた改善策の提示等があったのか」

の御質問にお答えいたします。 

県教育委員会も今回の学力・学習状況調査の結果を非常に深刻に受けとめてお

られます。早速、先日９月４日に、県教育委員会幼小中教育課長が本町を訪問さ

れ、学力向上に向けた改善策について県の方向性を示されました。そこでも「学

習のまとめと振り返り活動」、「できる・わかる喜びと自信」の重要性について

再確認いたしました。 

町内小中学校は、既に「生きて働く基礎基本の徹底」と「わかって楽しい授業

づくり」に向けて、具体的な取り組みを始めています。これを支援すべく、教育

委員会としましては、学力向上に向けて真に有効な取り組みが全町的に一貫して

進められるよう、各校の教務や研究主任からなる「学ぶ力向上委員会」を組織し、

また、大学教授等の専門家の指導も仰ぎながら、小中一貫した実践を進めてまい

ります。 

家庭やＰＴＡ、そして地域ともしっかりと連携を図りながら、子供たち一人一

人に確かな学力を育むために全力で取り組んでまいりたいと考えております。 

以上、貴多議員への回答といたします。 

○議長（小森重剛） 貴多議員。 

○９番（貴多正幸） 今、お答えをいただきまして、回答の冒頭にもあったように、
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私もこの学力・学習状況調査の結果が全てではないと思っています。といいます

のも、科目によっては問題数が８問ぐらいしかない、うちの竜王町の場合だと生

徒児童数が極端に言えば少ないので、それで確実な学力がはかれるのかというと、

そうではないというふうに思いますが、一応結果なので質問させていただいてお

りますし、これ当日の８月１日付の読売新聞ですね、こんなふうに大きく「全科

目５年連続全国下回る」と書かれていると、本当に大丈夫なんかなというふうに

不安を抱くものであります。 

その読売新聞の記事の中に、県教委は、昨年、４年連続で全科目の全国平均以

下が続いても、全国との差に惑わされずにとの見解を崩さず、県議会などから批

判を浴びたと。でも、ことしについては姿勢を改め、全国との差がさらに広がっ

ている原因を分析しないといけないと受けとめるというふうに書かれていたわけ

ですよね。それをもって、私は県教委からどうだというふうにお聞きしたわけで

すけれども、回答の中に、９月４日に来られた、学力向上に向けた改善策につい

て県の方向性を示されたと書いてありますが、県教委は本当にこの結果を受けて

具体的にどのように思っておられて、竜王町に来られて何を話されたのか、ちょ

っとそこをお聞きしたいなというふうに思います。 

次に、実は平成２６年３月の定例会において、同様の一般質問をさせていただ

きました。そのときの回答を読ませていただきますと、全国的な傾向と同様に、

竜王町の小中学生は、国語につきましては漢字の読み書き、語句等の基礎的な知

識問題は比較的よくできておりますが、文章を書く、まとめるといった活用面で

の課題があります。数学、算数につきましても、数と計算、数量関係等の基礎的

な問題はよくできておりますが、数学的な見方、考え方といった活用問題には課

題が見られます。これは、先の教育民生常任委員会で教育委員会が出された資料

によりますと、国語Ｂにおいては、聞く力、話す力が全国じゃ滋賀県以上である

一方、一定の条件下において書く力には課題があると、また、数学Ｂについては、

小学校同様、読み取る力、読み解く力が不足していると考えられる、４年前と同

じような回答というか結果、そして課題がわかっているわけですよね。 

そして、４年前にもこのようにも答えておられます。 

「小中学校へのＩＣＴ機器の整備事業により、中学校から順次電子黒板、タブ

レット型端末、デジタル教材等を導入し、ＩＣＴ機器を使ったよりわかりやすい

授業への授業改善を進めております。また、平成２４年度から３５人以下学級編

成による少人数指導等を継続して実施している」、今回の回答の中にも同様のよ
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うなことがありましたよね。「ＩＣＴ環境が整い、実物投影機やデジタル教科書

等を活用した授業は、どの子にとっても見やすくわかりやすく、配慮が必要な子

供たちにとっても学びやすい授業ができています」、こういったような答え、３

５人以下学級のこともおっしゃってましたが、４年前と同じような結果、同じよ

うなことをしていくで、学力が伸びるのかどうかが、僕にはちょっと疑問に思い

ます。 

２つ目といたしまして、この４年間、一生懸命現場ではやっていただいている

とは思うんですが、具体的にちょっとここは足らなかったのかというようなこと

がもしわかっておられるならば、それを教えてほしい。そうじゃなければ、恐ら

く同様の質問を４年後誰かがしても、同じような回答しか返ってこないのではな

いかというふうに僕は思うんです。だから、そこを２点目にお聞かせ願いたい。 

そしてあと、最後になりますが、例えば中学校における「朝読」ですよね、授

業が始まる前に読書をして、物すごい落ちついた状況の中で授業に入っていける、

僕はこういった伝統的なものは、中学校であり、小学校であり、これからも続け

てほしいんです。 

一番僕が危惧しているのは、今は便利な時代で、例えば「全国学力状況調査」

とか「結果」とかいうふうにインターネットで調べてみると、すぐに何件かヒッ

トするんですよね。 

そのヒットする中で、とある方のホームページを見てますと、この人独自の調

査によると、ここに書いてあるのは、「事前対策を行ったか」、どこどこの県に

聞かれたそうです。２０１８年全国学力・学習状況調査事前対策、自己採点等の

実施状況アンケート結果をもとに、この解説者が書かれているものを見ますと、

小学校においては、その県ではですよ、「事前対策を行ったか」という問いに対

して、「はい」が９８．７％なんですよ。「いいえ」が１．３％。中学校におい

ては、事前対策を行ったかという同様の質問に対して、中学校は７５．６％が

「はい」と答えておられます。逆に「いいえ」が２４．４％。 

要は、過去問題を繰り返しやって、全国学力・学習状況調査の結果がよくなっ

ているということが出ているわけですけれども、竜王町において僕はそこまでし

てほしくはないですし、先のこの結果を受けて大阪市では、校長や教員のボーナ

スに影響を考えていきたいというような市長の考えも出ましたけど、僕はそこま

ではしてほしくないですし、そういったことを考えると、この学力・学習状況調

査の結果をよくしようとするならば、こういったように過去問を繰り返しやらな
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ければ上がらないのかどうか、その辺についてどのようにお考えかをお聞かせ願

いたいと思います。 

○議長（小森重剛） 武久学校教育課長。 

○学校教育課長（武久雅則） 貴多議員の再質問にお答えさせていただきます。 

まず、１つ目ですが、県教委の幼少中教育課の課長が来られたときに何を言わ

れたのかということです。 

１つ目は、まず、教職員の意識改革を言われました。それは本町でも同じ議論

はしておりました。まずは、先生方の意識を改めてしっかりとしたものにしよう

と。学力向上と言いながら、これは学力保障でもある、学力を保障することが教

職員の任務である、責務である。やはり一度そこにきちんと立ち返ろうというこ

とを言われました。 

本町でも同じことを言っておりました。実は、二、三日後には、教育長メッセ

ージとして、町内の全ての学校に勤める方にそのようなメッセージを送ることに

なっております。しっかりと子供たちのために頑張ろうという教育長のエールを

送ることで、そこの意識をしっかりしていこうというふうに思っております。 

２つ目に言われたことは、先ほどの答弁にもありましたが、学習の最後、まと

めや振り返りをしっかりしてほしい、これも本町でも同じ議論をしておりました。

やはりそこで、自分は何ができるようになったのか、何がわかったのか、それが

しっかりと実感がないと次には進まない、主体的な動きは生まれない、これは確

実だろうというところで、そこに力を入れていこうということで学校にもお伝え

しているところでございます。 

次に２つ目でございます。 

４年間いろいろ努力したけれども、結果が出ていないじゃないかという厳しい

御質問でございますけれども、確かに結果は出てないと思います。 

ただ、先ほどの答弁にもありましたように、今本町が目指しているのは、「生

きて働く基礎基本」、わざわざ「生きて働く」を上につけております。ただの基

礎基本ではない。ただの基礎基本というのは、例えば、「１２÷０．８」という

計算ができる、そういう意味では本町は基礎基本の力はほぼついていると思って

います。それは、やはり３５人学級編成であり、少人数指導のおかげだと思って

います。本当に学習に困難を感じている子供が放ったらかしにならず、寄り添っ

て、しっかりその子に応じた指導ができている。学力調査の結果には出ないかも

しれないけれども、どの子もが安心して学べる環境が竜王町にはある、そのこと
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を誇りに思っております。 

また、国語や数学の課題が同じじゃないかという指摘もいただきました。 

例えば国語について、ずっと「書くこと」が課題です。私が竜王西小学校にい

たころは同じように課題で、ただ、結果を見ると無答率がすごく高かった。何も

書けない。今は、無答率は全国平均よりも少ないんです。つまり、何かを書いて

いる。「書くこと」については成長してるな、前に進んでいるなと思っています。 

ただ、条件に合わせて書くであるとか、複数の資料から必要な内容を選んでき

てまとめるであるとか、そのような「書く」についてはまだまだ課題があるとい

うことです。同じ「書く」でも、中身が少しずつ変わってきている、それははっ

きりとわかっております。 

３つ目、竜中では朝読書から始まり、それが落ちついた学校生活の始まりにな

っているというようなところのお話の後、ほかの市町においては、あからさまに

学力調査対策ともいえることをやっているし、大阪については行政のほうがたき

つけているような印象があるというようなお話やったと思うんですけれども、本

町においては、学力調査のために頑張るというふうなスタンスではいません。生

きて働く基礎基本をきちんと全ての子につける、その結果、学力調査の結果もつ

いてくるだろうというふうに考えています。 

だから、何が何でも学力調査の点数を上げるために過去問をやってやってやっ

て、教育委員会が学校に向かって「やれやれやれ」と言って、そのような教育を

進めるつもりはございません。きちんと生きて働く基礎基本、これを町内の全て

の教職員が意識をしっかりもって、一枚岩で取り組んでしっかりと力をつけてい

く、そこを目指していこうと思っております。 

以上、回答といたします。 

○議長（小森重剛） 甲津教育委員会教育長。 

○教育委員会教育長（甲津和寿） 貴多議員の再質問にかかわりまして、私のほう

からも少し申し上げたいと思います。 

まず１点目の、県教委からの働きかけでございますが、一言で申しますと、先

ほど新聞記事を見せていただいたとおりでございますが、やっぱり滋賀県として

団結して頑張っていこうと、改めてもう一度課題を整理しながら、滋賀県として

やっぱり誇りをもって頑張っていかなきゃいけない、ああいう形で報道されると

いうことは、子供たちや保護者や地域の皆さんもごらんになるわけですから、や

っぱりそこをしっかり受けとめて、滋賀県としてしっかりやっていこうと、その
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ためには各市町の取り組みを大事にしてもらいたいと、こういうメッセージでは

なかったかというふうに思っておりますので、そこは重々受けとめて頑張ってい

きたいというふうにお伝えをしたところでございます。 

それから、２点目でも先ほど課長が申したところですが、もう一点加えますと、

やっぱり子供たちに、もうちょっと勉強していかなあかんかなとか、頑張らない

かんよねっていう、そういうような意識づけみたいなところがやっぱり弱いのか

なと。これは学校の授業に臨む姿勢もそうですし、家庭学習もそうですが、わか

ったらおもしろいやんとか、この授業の続きいつすんの、先生っていうようなこ

ととか、ちょっと家帰って復習しとかな、明日わからんようになったらかなわん

なとか、こんな感覚を子供たちがもってくれるような仕掛けというか、働きかけ

をしていくことが大事だろうと、それは学校でやるのも大事ですし、家庭からも

そういうようなお声かけもしていただく必要もあるのかなと、そういう子供たち

のやる気、頑張ろうという心をどう育てるかということが少し足りないのかなと、

そのあたりが、先ほどの生きて働く基礎基本に加えてそんなことを思っておりま

す。 

先ほどの「生きて働く基礎基本」というのを、もうちょっと私なりに言いかえ

ますと、「使える基礎基本」というか、ただ知ってるだけではなくて、じゃあこ

の漢字がほかではどんなふうに使えますかと言われたときに、それが答えられな

くてはいけない、使える基礎基本というような考え方が大事かなというふうに思

っております。 

３点目でございますが、私も先ほどの課長が申したとおりで、学力テスト対策

に翻弄されることではないと思っております。結果として、やっぱり子供たちに

力がついてこなくてはいけないということでございますので、そこはゆるぎない

思いをもっております。 

ただ、例えば野球でいえば、いきなり大きな大会に出て、さあ頑張ってここで

闘ってこいというのはちょっと難しいと、やっぱり少しそういう意味での練習と

か、余りそこらはできてないところもあるのかなと思って、日ごろのキャッチボ

ールから、また練習試合からというようなものもあるわけですから、ちょっとそ

ういうようなことでの臨む姿勢みたいなものは、やっぱり子供たちにも働きかけ

ていく必要があるのかな、学校としても取り組んでいく必要があるのかなと思っ

ていますが、それを対策的に取り組まなければいけないというようなことは思っ

ておりません。 
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以上、つけ足して回答とさせていただきます。 

以上でございます。 

○議長（小森重剛） 貴多議員。 

○９番（貴多正幸） 今、課長、並びに教育長から力強いお言葉をいただきまして、

実は、教育長には最後に質問して教育長のお考えを聞こうと思ったんですが、先

に答えていただいたようなものなので、ちょっと方向をどうしようかなと考えな

がらですね。 

先ほど課長が申されたように、基礎基本はついているということを、僕はもう

ちょっとＰＲしてほしいんですわ。というのは、やっぱり新聞でこう書かれると、

さっきも言いましたけど、見たら不安になるんですよね。 

これはまた別の案件ですが、例えば竜王町が何年連続不交付団体と書かれると、

さも竜王町はとんでもなく裕福な感じになりますけれども、実のところはそんな

に裕福ではない。だから、やっぱり不交付団体たる理由とかも述べてもらいたい

なと思うのと同様に、やっぱり竜王町の子たちは基礎基本はしっかりしていて、

さっきも申されましたが、学力・学習状況調査のためだけに教育をしているわけ

ではない、結果は大事だけれども、それに至る過程をちゃんと竜王町はしている

んですということを、もっと言ってほしいんですよ。そうやないと、今僕はここ

で聞いたんで、僕も初めて聞きましたが、もし聞かなかったら、余りそういった

ことは入ってこないので、やっぱり聞かせてほしいなというふうに思いました。 

それをお願いして、どのように思っていただけるか、例えば、教育長が教育長

メッセージで各学校の先生に発信されるのと同じような形で、町民にも「竜王町

はこんなことをやってんねん」というようなことをもっとやっていただけたらあ

りがたいなというふうに思うので、ちょっとその辺はお願いしたいなというふう

に思います。 

次に、今回が平成３０年第３回なんですが、実は第２回の定例会で、僕は子ど

も食堂についてということで町の考え方なり質問させていただきました。そこで、

ちょっと町長に最後お聞かせ願いたいというふうに問いかけましたところ、町長

のほうからは、直ちに子ども食堂が必要であるかどうかということは、ニーズを

ちょっとまた調べてみたいというような回答がありまして、それと同様に、例え

ば教育の水準の高さとか、もっと改善が必要でしょうけれども、医療環境とかっ

ていうふうなことがありましたし、健康でかつ高い英語とか、プログラミングも

含めて、そういう教育を受けることができるというようなことをＰＲしながら行
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くのが竜王町らしいやり方かなという認識をしておりますというふうに回答をい

ただいたところでございます。 

僕も、先ほど申しましたが、全国学力・学習状況調査の結果が全てではないと

思いますが、町長として、高い学力を身につけるためには、逆に高い学力で竜王

町をＰＲするならば、何が必要か、そして、何をしていかなければならないのか

ということをお聞かせ願いたいなというふうに思います。 

最後になりますが、先の教育民生常任委員会でも、平成３０年度の竜王町教育

委員会の権限に属する事務の管理及び執行状況の点検及び評価に係る報告書をい

ただきました。 

その中で、２次評価をされました竜王町教育委員会事務評価委員会の委員長の

河口様のほうから、この全国学力・学習状況調査で上位とされる他県の教育内容

を見ると、特別活動（朝の会・学級活動・児童会活動）を昔どおりに進めている

学校が多い。英語、体力づくり、ＩＣＴ、道徳等々、取り組むべき今日的課題は

山積であるものの、その推進については不易流行に留意されることを期待すると

いうふうに、まさにそのとおりなんですよね。やっぱり今までやってきた竜王町

らしい教育のあり方を続けながら、学力を伸ばすためには何が必要なのか。 

また、その冒頭に当たって教育長は、「竜王町ならではの教育、竜王だからこ

そできる教育にこれからも積極果敢に取り組み、教育できらりと光る竜王のまち

づくりを目指していくことをここに誓い、本報告書の結びといたしますと書かれ

ておりますので、町長には、この結果を受けて、今後竜王町には、竜王町を教育

でＰＲしていくには何が必要なのかということをお聞きし、教育長には、先ほど

申しましたが、この報告書に書かれているような内容についてどのような決意を

もっておられるのかお伺いしたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

○議長（小森重剛） 甲津教育委員会教育長。 

○教育委員会教育長（甲津和寿） それでは、貴多議員の再々質問にかかわりまし

て、私のほうから申し上げたいと思います。 

まず、最初におっしゃいました、今子供たちについている力の部分、基礎基本

の定着の状況などについては、積極的にＰＲということでございますので、その

件に関しましては、今、ちょっと教育委員会を中心にした保護者向けのリーフレ

ットなどもつくっておりますので、そういったところで今の定着状況などもお伝

えをしながら、さらに、ただそれが知っているだけではなくて使える、あるいは

生きて働く基礎基本をつけていくことがこれからは求められると、そんなことを



- 87 - 

お伝えするような形で広げられたらということで、今いただいた御意見をまた参

考にさせていただきたいというふうに思っております。 

あわせまして、全国学力・学習状況調査ということでございますので、学力の

一段目もございますが、学習状況もございます。 

今度、教職員にメッセージを送ろうと思っているのは、本当に頑張ってもらっ

ている、一生懸命やっている学校現場の取り組みを評価もしながら、その中でと

りわけ高かったのを、ちょっと私メモで今持っているんですが、３点は、自尊感

情という自分を大事にする心が非常に高いと、その一つの分析の中に多くの子が、

「先生は自分のよいところを認めてくれていると思う」と、これすごく高いです、

竜王町は。 

それから２つ目に、規範意識が高いのと、それから、いじめは許されないとい

う意識が極めて高い、すごく高いです。これは、全国、県よりもはるかに高いで

す。 

３つ目に、地域に対する愛着や地域に貢献したいという意識が非常に高いと、

この３つを一応メッセージの中に入れたんですが、これはやっぱり長年、学校と

家庭や地域の皆さんが、子供たちを丁寧にかかわって育ててやっていただいてい

るおかげだろうと思っておりますので、そういったことを評価しながら、一方で、

やっぱり生きて働くためには学力向上というのは非常に大事なところでございま

すので、やっぱり基礎学力の定着、あるいは判断力、これからますます求められ

る思考力、そういったことをしっかりつけていかなくてはならないというような

メッセージを送っていきたいなと、そのためにじゃあ今何をしなきゃいけないか

ということを一緒に考えていこうと、そんなメッセージを送ろうと思っておりま

す。 

最後にですけれども、先ほど事務評価のところからおっしゃっていただいたと

ころですが、改めてやっぱり「不易流行」ということを大事にしなくてはいけな

いのかなということで、やっぱり今までから大事にされている、脈々と流れる、

まずは子供たちとの信頼関係、そして子供たちが安心して学べる環境、そして、

当たり前の学校生活がきちんと送れることで学びが深まっていく、そういうとこ

ろを学校としてしっかりと大事にできるように、我々もしっかりとサポートをし

ていきたいと思いますし、教育委員会としましては、やっぱり竜王で受ける教育

はいろんな深まりがあるわとか、あるいは、ここで学んだ子供たちはやっぱり自

信もって頑張ってくれるわと思ってもらえるような教育をぜひ実現していきたい、
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それは、すぐには実現できないかもしれませんが、若い人が竜王へ移り住んでき

ていただいたり、定住していただけることに必ずつながってくるものだというふ

うに思いますし、他市町から来られた新しい団地の保護者さんなんかは、竜王は

こんなにやってもらっているということがよそから来てわかりましたと、そんな

ふうな声は実際聞いておりますので、やっぱりそのよさを積極的にＰＲしながら、

ここにいるとなかなかわからないこともたくさんあると思うんですけれども、外

から来られた方は本当に丁寧な取り組みがされていることを実感いただいている

ところでもございますので、そういったことをしっかりと守りつつ、また、啓発

もしながら取り組みを広げていきたいと思いますので、引き続き教育できらっと

光る竜王のまちづくりを目指していきたいというふうに思っております。 

以上、再々質問の御回答とさせていただきます。 

○議長（小森重剛） 西田町長。 

○町長（西田秀治） では、私からも貴多議員の御質問に少しお答えしたいと思い

ます。 

私が今、教育委員会に期待していることは、竜王中学校の校歌に「望み高か

れ」という言葉があります。私は、この言葉が大変いい言葉だと思っております

ので、まず、抜本的に今、全国平均とか滋賀県平均っていう低いレベルを求めて

はいけないと、滋賀県の中で上位、例えば３０％の中に入るべきだとか、全国の

中でもそういうことやと、そういう学校教育を目指してほしいという思いをもっ

ています。 

そういう意味で、機会あるごとにそういうお話をしているんですけれども、一

つは、やっぱりそういう意識で先生方が取り組んでいただくことが重要だろうと。

そして、冒頭、課長のほうからも意識改革という話が出ましたので、私は、今回

相当そのあたりは変わってくるのだろうというような思いをもっています。それ

が１点目。 

２点目は、やはり私は教育も投資だと思っているんですよ、お金をかけている

わけですから。ちょっと俗な言い方で申しわけないんですが、竜王町の教育にか

けるお金というのは、本当にほかの市町に比べて多いのか、少ないのか、いわゆ

る加配の教師をつけているとか、英語に力を注いでいるとか、もちろん言葉でわ

かりますけれども、まちとして本当に教育に正当なお金をかけているのか、また、

かけているとしたら、その投資に見合うリターンがあるのかというようなことも

考えなきゃいけないだろうし、やはりこれは福祉もそうなんですけれども、一度
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竜王町の金のかけ方を町民の方にもやっぱり説明しないといけないだろう、これ

だけ教育に金をかけているんですよと、したがって、英語にこれだけ力を入れて

いるんだから、結果として子供たちの力になるように、例えば、英検の何級の資

格を多くの子供にチャレンジして取ってもらうことがその子の将来のためにもな

るかもしれん、そういうような指標も大事だろうというような思いもあります。 

したがって、もう一度そのあたりは考えないといけないし、もし竜王町がほか

の町に比べて教育に力をかけ、投資もしているなら、そのリターンをしっかりと

返してもらいたいと、そういう思いが２点目で、そういう取り組みをしていきた

いなという思いです。 

３点目は、今これだけのお金をかけているということを町民の方に知ってもら

うと同時に、竜王町の教育の弱点、これは家庭にもあるということをはっきりと

言わないといけないだろうと。どこが問題なんだっちゅうこと、学校では一生懸

命やっていて、結果として結果が出ないんであれば、いわゆる家庭における子供

たちの指導とか、もちろん文武両道の体をきたえ、元気な子供を育てる、これも

大事です。でも、知力の高い子供を育てるためにも大事なことやし、したがって、

そこのところをはっきりと家庭にも言わないといけないだろうと、竜王町の問題

点を。言い方はあると思いますよ、だけど、そこは認識をしてもらわないかん、

それぐらい深い問題だろうと。 

例えば、スマホをいじっている時間が長い、宿題はやるけれども予習・復習は

しないという、もしそういうのが実態だとすると、そこはやはりＰＴＡとか、い

ろんな教育の関係機関を通じて伝えなきゃいけないだろう、それは我々の義務で

もあるだろう、また、議員の皆さんにもそれはお願いしたいと、それがやっぱり

竜王町の教育を本当の意味で高めていく一つの大きな環境整備ではないかなと、

私は思っています。 

そういう意味で、教育委員会中心に取り組んでいただきますけれども、もちろ

ん我々としても、そういう環境整備をしないといけないと、そういう思いでござ

います。 

以上、今思いつくところでございまして、まとまりのない回答で申しわけあり

ませんけれども、そういう思いで取り組んでいきたいと思ってます。 

以上です。 

○議長（小森重剛） 次に、７番、松浦 博議員の発言を許します。 

７番、松浦 博議員。 
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○７番（松浦 博） 平成３０年第３回定例会一般質問、７番、松浦 博。 

友好親善使節団派遣事業の将来方針についてをお尋ねします。 

平成３０年度スーセー・マリー市友好親善使節団の一員として同市を訪問し、

大変貴重な体験をしました。訪問に当たっては、町長からは、「両市町の友好が

永続的な交流となり、さらにきずなが深まるよう取り組んでいきます」とメッセ

ージを送られました。 

また、９月発行の広報「りゅうおう」では、訪問の様子や感想が報告されてい

ますが、その中で、「竜王町は、今後もさらに住民相互のきずなを深めるため、

積極的な交流を進めていきます」とされています。 

そこで、今後の友好親善使節団派遣事業について、どのようにお考えか伺う。 

また、派遣団員の募集と選考の考え方についても伺います。 

○議長（小森重剛） 続いて、６番、内山英作議員の発言を許します。 

６番、内山英作議員。 

○６番（内山英作） 平成３０年第３回定例会一般質問。６番、内山英作。 

国際友好親善についてお伺いします。 

今年、７月２５日から８日間にわたり、竜王町と姉妹都市提携を結んでいるア

メリカ合衆国ミシガン州スーセー・マリー市へ友好親善使節団の一員として参加

してきました。スーセー・マリー市の地理、歴史や文化などを学び、ホームステ

イ先の方々との交流を通じ、人々の明るさや親切さには感心いたしました。 

滋賀県が１９６８年に姉妹県州協定を結んで以来、県内の各市町もミシガン州

の各都市と姉妹都市提携を締結し、竜王町のスーセー・マリー市との国際友好親

善は、ことしで４４年になります。この間、お互いの市民・町民が行き来をする

中で、住民相互の友好親善と国際理解を推進されてきました。 

そこで、以下の質問についてお伺いします。 

１、今日までのスーセー・マリー市との国際友好親善を通しての成果と課題は。 

２、滋賀県とミシガン州との姉妹県州協定は今年で５０周年を迎える。また、

滋賀県は中国湖南省とも友好協定を締結し、今年で３５周年を迎えます。県内で

も近くの東近江市、栗東市など５市において、湖南省などの各都市と姉妹都市提

携を結んでいます。最近は、中国からの県内への観光客も増加していると聞いて

いるが、竜王町でも将来、湖南省などの各都市との姉妹都市提携についてどう考

えているか、町長にお伺いします。 

○議長（小森重剛） 次に、松浦 博議員と内山英作議員の質問に対して、一括し
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て回答を求めます。 

川嶋総務課長。 

○総務課長（川嶋正明） 松浦 博議員の「友好親善使節団派遣事業の将来方針に

ついて」及び内山英作議員の「国際友好親善について」の御質問にお答えいたし

ます。 

本町とスーセ―・マリー市は、１９７４年に姉妹都市提携を締結し、本年で４

４年の月日が経過しており、一般の方による友好親善のための派遣・受け入れと

中学生による英語学習を含む多様な文化の学習のための派遣・受け入れを実施し

てきております。本町の友好親善のための派遣・受け入れは、当初町が主体とな

って行っておりましたが、２００５年の派遣・受け入れからは、町内の国際親善

クラブが主催となって友好親善使節団の交流を図っていただいております。 

近年においては、２０１４年に姉妹都市提携４０周年を記念して実施いたしま

した派遣事業、２０１５年に本町の町制６０周年記念に招待した受け入れ事業、

そして、今年７月のスーセー・マリー市の市制３５０周年を記念して実施いたし

ました派遣事業がございます。これらは、本町とスーセー・マリー市の公式事業

として町が主催して実施しております。 

まず、松浦議員の御質問にあります、「今後の友好親善使節団派遣事業につい

て」でございますが、基本的には本町の唯一の姉妹都市でありますスーセー・マ

リー市との住民相互のきずなを深めるため、今後も交流を進めていきたいと考え

ます。 

ただし、この事業を継続するには、ピープル・アンド・ピープル竜王国際親善

クラブの協力も必要となります。 

同組織におかれましては、年々メンバーの高齢化が進んでいること、スーセ

ー・マリー市からの使節団の受け入れ先であるホストファミリー探しが回を追う

ごとに難しくなっていると聞いております。 

また、スーセー・マリー市においても、交流の中心的役割を担っている民間団

体のメンバーの高齢化が進んでおり、同様の課題があるように聞いております。 

このようなことから、今後の派遣・受け入れの方法、事業の進め方については、

本町は一定期間での定期的な交流を希望しますものの、スーセー・マリー市の意

向も聞く中で定めていきたいと考えております。 

次に、「派遣団員の募集と選考の考え方について」でございますが、使節団の

団員の募集につきましては、町広報紙及び町ホームページを通じて広く町民の皆
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様を対象に積極的に周知してまいりたいと考えております。 

また、派遣団員の選考につきましては、予算の関係やスーセー・マリー市にお

いて受け入れが可能であるかなどを勘案する中で、お申し込みをいただく全ての

皆様に国際交流を体験していただきたいという趣旨ではございますが、仮に、定

員を超過した場合は、抽せんにより参加者を決定したいと考えております。 

次に、内山議員の１点目の御質問、「今日までのスーセー・マリー市との国際

友好親善事業を通しての成果と課題は」についてでございますが、本事業は、ホ

ームステイや現地での活動などを通じて生活や文化の違いを体験することで国際

理解を深めることを目的としており、全ての参加者たちに多くの感動を与え、国

際的な友情を培うこととなっております。 

近年、海外旅行は身近なものとなっており、ほとんどの方が経験されているこ

とと思いますが、ホームステイをすることで直接ホストファミリーの中で生のア

メリカの暮らし、文化に接することにより国際理解が深められ、一方で、日本の

文化についても相手に知ってもらうよい機会になっているものと考えております。 

この両市町の友好親善交流が伝統的に続けられ、文化的な交流、海外経験、そ

して何よりも両市町における生涯の友情と理解を発展させてきたことは、本事業

の成果であると考えております。 

また、課題といたしましては、松浦議員の回答でお答えさせていただいたとお

り、受け入れる場合のホストファミリー探しが難しくなっていること、さらに個

人でも海外に行く機会がふえていることから、使節団の募集をしても応募者数が

最大予定人員までに達していないことが挙げられます。今後は、個人が行く海外

旅行とは違った面でのアピールも必要だと考えております。 

以上、御質問に対する回答といたします。 

○議長（小森重剛） 西田町長。 

○町長（西田秀治） 松浦 博議員の「友好親善使節団派遣事業の将来方針につい

て」及び内山英作議員の「国際友好親善について」の御質問にお答えいたします。 

今年の７月に、スーセー・マリー市が市制３５０周年を迎えることから、記念

式典への参加するため、ピープル・アンド・ピープル竜王国際親善クラブの御協

力を得る中、私が団長となり、総勢１０名で８日間にわたり同市を訪問いたしま

した。 

訪問中、現地におきましては、アンソニー市長をはじめ、ホストファミリーの

方々や関係者の皆様から心温まる歓迎をお受けいたしました。また、市役所を訪
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問した際には、過去に本町から寄贈いたしました記念品の数々を丁寧に展示して

いただいておりました。 

このような体験や光景を実際に目の当たりにしたときは、双方が友好親善を深

めてきた証拠であると認識したところでございますし、両市町は強い「きずな」

で結ばれていると確認をいたしました。 

今回の派遣事業を通じて、スーセー・マリー市との関係をより深くし、新たな

第一歩を踏み出すためにお互いの友好・親善を確認する機会となったと感じてい

るところでございます。 

さて、内山議員の２点目の御質問にあります、「湖南省などの各都市との姉妹

都市提携についてどう考えているのか」でございますが、まずは、先ほど申し上

げましたことを踏まえまして、今日まで築き上げたスーセー・マリー市との友好

親善をより一層強力なものとしたいと考えております。 

しかしながら、議員御質問のとおり、近年における事情も把握する中で、中国

湖南省の各都市に限らず、町内企業と縁のある東南アジア諸国の都市も含めて、

姉妹都市提携について町民の皆様の考えなどを踏まえた上で、可能性について研

究してまいりたいと考えております。 

以上、御質問に対する回答といたします。 

○議長（小森重剛） 続いて、７番、松浦 博議員の質問を認めます。 

７番、松浦議員。 

○７番（松浦 博） 再質問を行います。 

今、町長と課長のほうから回答をいただきました。文章にするとこういうこと

でございますが、私、実際に初めて寄せていただきました。ここに「感動」とい

うことがプラスされるというふうに私は思っております。ですから、非常にこの

事業、経験者は少ないんですけれども、大変有効なよい事業だというのを、私は

身をもって経験させていただきました。 

具体的なことを申しますと、実は、私は英語が話せません。行くまでは非常に

不安でした。少し得意なのは、ｉＰａｄで通訳機能が使えるということぐらいで

ございました。Ｗｉ－Ｆｉを借りまして、何とかそれでと思いました。当初は２

名で泊まる予定でしたが、結局離れた小島に１名で泊まるということで、不安は

飛行機の中で倍増しにありました。 

ですが、向こうはトニー・マクレーンさん、マクレーン夫妻でございますが、

私はｉＰａｄで、トニーさんはパソコンで英語を打って翻訳し、お互いに話をし
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ました。トニーさんから「フレンドと認めるよ」と言われました。私は感動しま

した。友達になったんですね。これがこの事業の本筋だと思っています。 

そこで、もう一つ、ありがたいことに町長は、報知新聞、それから広報紙も出

てました、事業の内容を町民の皆様に、この事業はよい事業だということでＰＲ

されておりますが、まだまだＰＲが足らんと思います。 

しかし、その中で、いろいろ言いたいこともあるんですけれども、最後のほう

に書いておりますのが町長の言葉ですが、「我が町は教育（英語）でまちづくり

を要望しています」と。先ほど貴多議員の話もあったんですけれども、少し違う

観点ですが、そして、子供たちはスーセー・マリーに行けるというようなことで、

これを目標に英語の勉強に励んでいるそうです。 

それが、派遣が終わったら少しテンションが落ちるらしいですが、非常に有用

な感じですし、もう一つは、我々世代、一般町民が、英語もしゃべれん者が、観

光旅行やないホームステイということで、非常に向こうの方々としゃべられる、

こんなこと夢にも思ってませんでしたが、そのことができたということは、非常

に人生の中でよい経験ができたと思います。 

ですから、竜王町の中で、中学生もそうですし、住民の皆さんもできるだけ多

くの方が経験されることがこの事業の意義があると。私は、小さな田舎町ですが、

大きな窓が世界に向かって広がっているという事業だと思います。こういう意味

では、いろんなやり方があると思います。ですから、より一層の、さっき言いま

したように、文書で書いたＰＲじゃなくて、心に感動を与えるようなＰＲもしな

がら募集し、そして、多くの方が経験してもらうという方法が新たにもう少し見

出せないか、その手法について改めて再質問をさせていただきます。 

以上です。 

○議長（小森重剛） 西田町長。 

○町長（西田秀治） 松浦議員の再質問に少しお答えをしたいと思います。 

私も、仕事で海外に行ったことは何回もありますが、ああいうホームステイと

いう形式では初めてでして、おっしゃるように、ある意味感動といいますか、新

しい経験をしたなと思っております。 

加えて、当初はやっぱり行政間での交流がスタートだったと思いますけれども、

現時点で見ますと、どちらかというと子供たちの相互受け入れ、毎年来たり、行

ったりというのが、私はどっちかというとそっちが今充実をしてきたなという認

識をしておりまして、それ以外に、先ほどの英語教育という話もありましたけれ
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ども、竜王町の英語ということについての取り組み、それ以外にもいろいろある

んですけれども、一つの大きなインパクトになっているんじゃないかなという思

いもありまして、これはこれでしっかりと続けていってもらいたい、ことしの１

０月にまたスーセー・マリーから子供が来ますけど、そういうものをしっかり大

事にしていきたい、竜王町から行く子も大事にしていきたい。 

この分野については、比較的ホストファミリーとかの受け入れも順調のようで

ございまして、アメリカから来る子を受け入れる家庭も十分確保できているとい

うことです。 

一方、Ｐ＆Ｐがやってくれている今の民間、我々の交流ですけれども、これが

逆に竜王町で少し受け入れが弱いといいますか、またそれぞれ世話をしていただ

いている方々が高齢化している、ですので、そこをもう少してこ入れをしないと

いけないし、今議員おっしゃったとおり、こんないいもんだということもＰＲし

ないといけないというふうに思っています。 

そういう意味で行政間もしっかり交流したいし、今うまく行っている子供たち

の交流もしっかり進めることで、竜王町が海外との結びつきを強めていくと、そ

ういうものになっていってくれれば大変うれしいなと思っております。 

御質問の趣旨は同感でございます。 

ただ、私も感じたのは、我々が行くのは３５０周年の一つの周年事業で、向こ

うから「来てください」という話があって、我々も「喜んで行きます」という話

ですけれども、逆に今度来てもらうのはどういうタイミングがいいんだろう、向

こうの思いもあるでしょうし、少しそこは整理しないといけないなというのが、

私もそう思っていますし、総務課長の意見でもありますので、そういう意味でそ

この整理をしていこうということで考えているところでございます。 

町民の皆さんへどうＰＲするのがいいのか、ぜひ議員の方々も多く参加してい

ただくなり、職員も参加をするなりして、見分が広められたら大変うれしいこと

だと思っていますので、よろしくお願いします。 

以上です。 

○議長（小森重剛） 松浦議員。 

○７番（松浦 博） 再々質問じゃなくて、要望的な話でございますが、このとき

に一緒に参加した方から、実は他の市町では、我々はスーセー・マリーですが、

行くたびに英語の教室とか、そういうものもあるそうです。それで、ぜひ竜王町

もということをおっしゃっていました。そのことを聞いて、私も感じました。直
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接的に我々の世代で、英語を頭の体操のために勉強するという機会も大事でしょ

うし、行くことも大事でしょうし、もう一つは、我々は大人ですので応用が利き

ます。英語のしゃべれん者は、これからオリンピックに向けて最新の翻訳機、通

訳機ができると思います。そういうことも、ほかの市よりも上手に扱える町民が

ぎょうさんおるんだということで、英語を話すということをするならば、英語を

覚える機会を上手に使うということもありますし、もっとほかにもあるかもわか

りません、そういうような研修を、これは公民館の関係になるかもわかりません

けれども、行った経験、または意見から要望をしておきたいと思います。 

以上でございます。 

○議長（小森重剛） 松浦議員は自席に戻ってください。 

次に、６番、内山英作議員の質問を認めます。 

６番、内山英作議員。 

○６番（内山英作） 再質問に移らせていただきます。 

今回、スーセー・マリー市へ寄せていただきまして、本当にいい経験をさせて

いただきました。私も英語がほとんどしゃべられません。しゃべられない以前に、

相手が英語でしゃべりはることに対して、何を言っているのかまず聞き取れない

ので、その時点でもう会話にならなかったというのが思い出で、４日間ホームス

テイさせていただきまして、毎晩寝不足でございました。 

でも、いい体験をさせていただいて、本当にありがたく思っております。 

そこで、回答にもありましたけれども、まず、こういった事業があることを町

民の皆さんに知ってもらうということが大事でございまして、確か５月号の町の

広報でしたか、あるページの下のほうに載っていたかと思うんですけれども、私

もこの募集の要綱というか、募集のことがどこに載っているのかわからなかった

ので広報のいろんなページをめくっていたんですけれども、ちょっと時間がたち

まして下のほうに載っているのがやっとわかりましたので、そういった広報紙の

載せ方についてもう少し工夫をしていただいたらどうかなというのが、まず私の

第一印象でございました。 

その辺をまたどう考えておられるのかお伺いしたいのと、やはりこういった事

業をできるだけ多くの皆さんに行ってもらいたいというふうに私は思いますけれ

ども、予算の関係もありますので、そういった中で、回答にもありましたけれど

も、応募者数が最大予定人員まで達していないということもあったということが

書いてましたけれども、例えば、国際友好親善を発展させるためには、県もそう
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ですけれども、例えば滋賀県の場合だと、滋賀県の国際協会というのがありまし

て、そこでいろんな事業等をやられております。 

それからまた、滋賀県には１３市６町ございますけれども、そのうち国際協会、

あるいは国際親善協会があるのは、１３市は全てございます、それから２つの町、

具体的には日野町と愛荘町でこういった親善協会といったものを置かれまして、

あと、４町については、こういった組織については未設置というのが現状でござ

います。 

近くの同じ郡でございますけれども、日野町さんの場合は、日野町の国際親善

協会というのが平成２年に設置されておかれまして、もう間もなく３０年近くな

る歴史がございます。日野町さんにおかれましては、韓国、ブラジル、そしてド

イツの３つの都市とこういった国際交流を今日まで進めておられまして、行政と

町民が連携して国際友好親善を推進しておられるのが現状であります。また、こ

の国際親善協会において、年何回か「友好の輪」といった、こういった簡単なチ

ラシをつくっておられて、年何回か町民の皆さんにＰＲしているというのが現状

でございます。 

そういった中で、竜王町も、先ほどから出ております「竜王町Ｐ＆Ｐ国際親善

クラブ」というのがございますので、そこを発展的にしていただいて、こういっ

た国際親善協会的なものをつくっていかれたらどうかなと思うんですけれども、

その辺についてまずお伺いしたいと思います。 

○議長（小森重剛） 川嶋総務課長。 

○総務課長（川嶋正明） ただいまの、内山英作議員の再質問にお答えしたいと思

います。 

まずは、今回の募集に際しまして、広報５月号で募集の案内をさせていただい

たところでございますが、広報紙の紙面の都合上、下のほうに載っておったとい

うことで、もう少しアピールができるような載せ方はどうかということでござい

ます。 

こちらのほうにつきましては、詳細が定まるまでに少し時間を要しました関係

で下のほうになってしまったということで、今後はできるだけ早く取り組めるよ

うにはしていきたいというように思います。 

続きまして、県、並びに県内の各市、それと幾つかの町で設けておられます、

活動されております国際協会についてでございます。 

議員仰せのとおり、市はもちろんですけれども、大きな町におかれましては、
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国際協会が主となって、こういった国際親善事業をされているというような状況

でございます。こういった場合には、どちらかというと、その町に住んでおられ

る外国人の対応といいますか、多様化の文化の理解を深めるというような視点か

ら、国際協会にこういった派遣だけでなく、外国人対応というところから設けて

おられるというようなことを聞いております。 

また、先ほどもおっしゃっていただいたとおりですけれども、町においても国

際協会を実施されておられるというところもあるというようなところでございま

す。 

私らも、ちょっとそれぞれ各町に聞かせていただくと、どちらかというと小さ

な町では、「国際協会」とあるものの、事務局は実際は役場が担っていますとい

うようなところで、名前だけがあるというようなところもあるように聞いており

ます。 

今後においてですけれども、先ほどの課題として御回答させていただきました

とおりでございますが、竜王町においてはＰ＆Ｐという国際親善クラブがござい

ます。こちらについてメンバーがそう変わらず、ずっと同じメンバーで高齢化し

てきておるというような課題を、今回私も担当してわかったようなところでござ

います。 

ほかの町のようにお金を支出したりとか、違う意味で委託事業をするというこ

とよりも、まずはそういった組織を、困っておられるというのはメンバーの高齢

化とかそういったこととなっておりますので、行政としてできることといたしま

しては、そういった外国に精通されている方を紹介して、この国際親善クラブに

入ってもらうようなマッチングをしたりとか、マンパワーを補充するような、Ｐ

＆Ｐを強化するような、そういった活動が一番優先されるのではないかなという

ように町として考えておりますので、そういったほうで今後何か力になれるよう

なことを探っていきたいなというように考えますので、御理解よろしくお願いし

たいと思います。 

以上、内山議員の再質問への回答とさせていただきます。 

以上です。 

○議長（小森重剛） 内山議員。 

○６番（内山英作） 再々質問でございますけれども、今現在、滋賀県の各市町と

中国の湖南省の各都市、３市がこういった友好提携を結んで親善を深めておられ

ます。それから、近々、甲賀市さんが湖南省のある都市と友好提携を結ばれると
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いうことで、もうすぐ４市になる予定でございます。 

実は、ことし１１月に滋賀県国際協会主催の滋賀県・湖南省友好提携３５周年

の記念事業に、参加の予定を私、しております。 

その中の１１月１２日に、湖南省の省都でございます長沙市において、３５周

年の記念式典、それから、４市の市長さんが出られます友好都市市長フォーラム

が開催され、そこで４市の市長さんが各町のまちづくりのＰＲをされる予定にな

っております。 

そういったことで、回答でもいただいておりますけれども、滋賀県と湖南省の

友好協定３５周年のこういった長い歴史がございます。できれば、中国湖南省の

ある都市との交流を深めていきたいということを私は思っていますので、優先的

に検討していただけたらと思いますけれども、どのようにお考えでしょうか。 

○議長（小森重剛） 川嶋総務課長。 

○総務課長（川嶋正明） ただいまの内山議員の再々質問にお答えいたします。 

先ほど町長が申されましたとおりでございますけれど、まずは町民の皆様の考

えなどを踏まえた上で、中国湖南省の各都市に限らず、町内企業と縁がある東南

アジア諸国の都市も含め、姉妹都市提携については今後研究してまいりたいと考

えておる次第でございます。 

以上でございます。 

○議長（小森重剛） この際、申し上げます。ここで午後１時１０分まで暫時休憩

いたします。 

休憩 午後０時０５分 

再開 午後１時１０分 

○議長（小森重剛） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

６番、内山英作議員の２問目の質問を認めます。 

６番、内山英作議員。 

○６番（内山英作） 平成３０年第３回定例会一般質問。６番、内山英作。 

日野川堤防の安全性について。 

 平成２５年の台風１８号、昨年の台風２１号の大雨により、日野川の水位が

安吉橋で６メートルを上回り、特に台風１８号のときは、弓削地先で堤防が崩落

し、決壊寸前でありました。近年の地球温暖化、日本列島の亜熱帯化の中で、線

状降水帯の発生、台風の発生回数の増加や台風自身の巨大化などにより、日野川

の増水により堤防決壊のおそれが年々高まっています。 
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また、日野川の堤防自体も長年の風化・浸食などにより弱体化してきています。

今、日野川が増水すれば、堤防がいつ決壊してもおかしくない状況にあると考え

られ、ちょうど５年前の１８号台風のときの、堤防決壊寸前の崩落が決壊の前兆

であると思っております。 

そこで、今後、日野川堤防が決壊しないため、予防的にさまざまな対策が必要

であると考えられますが、以下の項目についてお伺いします。 

１、５年前の１８号台風のときに、もし崩落場所の堤防が決壊していたら、ど

のような被害になっていたか。 

２、今後の台風などの大雨により、竜王町岩井地先から鏡地先の日野川左岸の

堤防が、５年前の１８号台風や昨年の２１号台風の大雨のように水位が異常に高

くなった場合、決壊が回避できるかどうか。決壊しないための安全性の確保のた 

めの具体的な対策について。 

３、竜王町岩井地先から鏡地先の日野川左岸の堤防の中で、どの箇所が決壊し

ても、竜王町地域防災計画にあるように、林、川上、庄、信濃、弓削、橋本地先 

の住民は、浸水している可能性のある竜王中学校には避難できないと考えられ 

るが、その場合の町の対応はどうか。 

○議長（小森重剛） 森建設計画課長。 

○建設計画課長（森 徳男） 内山英作議員の「日野川堤防の安全性について」の

御質問のうち、１点目と２点目についてお答えいたします。 

１点目の御質問について、５年前の台風１８号では、本町において時間最大雨

量約３０ミリ、２４時間雨量では約２２０ミリの降雨がありました。もし崩落場

所の祖父川と合流地点付近の堤防が決壊していた場合の被害については、「竜王

町洪水土砂災害ハザードマップ」による浸水想定では、同規模の降雨時の状況で

あれば、堤防の決壊付近の地域においては約５メートルの浸水、また、決壊付近

から離れた地域においては、約２メートル以上の浸水が想定されます。 

しかし、決壊時の河川水位の状況によっては、それ以上の浸水が発生する可能

性も想定され、詳しい被害の範囲まではわかりかねますが、道路、農地の冠水を

はじめ、住宅等の浸水による大きな被害に結びつくと考えられます。 

２点目の御質問について、これまでからも河川改修事業により下流から順次、

流下能力の拡大を図っていくための対策、また、上流部においても部分的な堤防

強化対策が行われてきておりますが、近年の異常気象による大雨に対して、堤防

の決壊が確実に回避できるとは言い切れない状況でもあります。 
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このことから、昨年度滋賀県東近江土木事務所において、堤防強化が必要なＴ

ランク河川と位置づけられています日野川の一級河川善光寺川合流点から岩井地

先の名神高速道路付近までの約８キロメートルを対象に、人家など人命被害の可

能性が高い区間について、順次、堤防強化対策工事等の安全対策を講じるため、

優先度評価を実施されています。 

今後、評価結果により、優先度の高い区間から測量、土質調査、設計を実施し、

安全性を確保できる対策工事が行われる予定となっております。 

具体的な堤防強化対策としましては、堤防の腹付工、ドレン工、遮水矢板工、

張ブロック工等があり、これまでからも弓削地先において遮水矢板工、張ブロッ

ク工が行われており、また、庄地先においても堤防の腹付工事が行われておりま

す。 

いずれにいたしましても、本町としましては、３市２町で構成する日野川改修

期成同盟会及び日野川沿川８集落で構成する日野川改修促進協議会それぞれにお

いて、国、県に対し、近年の状況を明確に示しながら、早期河川改修の実施及び

河川改修事業整備実施区間の上流域への延長について強く要望し、沿川住民が安

全で安心して暮らし続けられるよう努めてまいります。 

以上、内山議員への回答といたします。 

○議長（小森重剛） 図司生活安全課長。 

○生活安全課長（図司明徳） 内山英作議員の「日野川堤防の安全性について」の

御質問のうち、３点目につきましてお答えいたします。 

議員御質問の竜王中学校は、竜王町洪水土砂災害ハザードマップにおいて、２

メートルから５メートルの浸水想定区域内にございますが、避難時に周辺の集落

から近く、集落ごとに集団的に避難ができる規模及び強靭な構造、かつ３階建て

の校舎を有しておりますことから、活用できる施設が限られている中で竜王中学

校を避難所として設定することについて、現状としては適当であると考えており

ます。 

体育館を避難所として開設した際、１階である体育館のフロアが浸水するおそ

れが生じた場合には、校舎の２階及び３階を活用し、移動いただくことも想定し

ているところです。 

その上で、何より大切なことは、浸水が広範囲に及び避難ができなくなるまで

に避難を終えていただくということであり、そのためには、雨量や水位の状況等

を見きわめ、河川が増水し浸水の可能性が想定される際には、早期に避難所を開
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設するとともに、避難情報を発信してまいりたいと考えています。 

しかしながら、避難に時間を要し、浸水が広がり、指定された避難所への避難

ができない状況が生じた場合には、指定された避難所にこだわることなく、何よ

りも命を守る行動を優先し、高所への避難、住宅の中で一番高い場所への垂直避

難を呼びかけてまいります。 

町として、第一は町民の生命を守ることであり、そのためには、「ちゅうちょ

することなく早期に避難勧告等を発令すること」とあわせ、平時においても早い

段階で避難することの必要性について周知してまいりたいと考えておりますので、

御指導と御理解を賜りますようお願いし、内山議員への回答とさせていただきま

す。 

○議長（小森重剛） 内山議員。 

○６番（内山英作） 現在、日野川の下流部のほうから日野川改修が進められてお

りますけど、竜王町に来るまでには３０年ぐらいかかるということでございます。

そういったことから、答弁にもありましたように、Ｔランク河川と位置づけてお

られる、日野川の一級河川の善光寺川合流点から岩井地先までですね、名神高速

道路付近まで約８キロメートルを対象に、今現在優先度評価を実施されていると

いうことでございますけれども、まず、この優先度評価の中身について教えてい

ただきたいのが１点でございます。 

それから、どうしても優先的に先になるのが、人家など人命被害の可能性が高

い区間についてでございますけれども、具体的な場所について教えていただきた

いのが２点目でございます。 

それからもう一点、優先度評価の後、その評価結果によって優先度の高い区間

から測量、土質調査、設計等を実施されていかれるということでございますけれ

ども、もしわかるようであれば、具体的にはいつごろになる予定か教えていただ

きたいと思います。 

以上、３点でございます。 

○議長（小森重剛） 森建設計画課長。 

○建設計画課長（森 徳男） 内山議員の再質問についてお答えいたします。 

まず、１点目の優先度評価とは、具体的にはどういうようなことをしているの

かということでございますが、この優先度評価につきましては、２つの内容で調

査が進められてます。 

まず、１つ目につきましては、堤防が破堤する危険性を、「破堤危険度」とい
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うんですけれども、破堤する危険性と破堤した場合の被害の大きさ、「被害重要

度」ということで、いわゆる人家とか、そういうようなところのどれだけの被害

の大きさ、この２つを掛け合わせた中での係数的なリスクを出されまして、それ

から、そのリスクの高い区間から順位づけをされるというものでございます。 

それと２点目の、そうしたら具体的に場所はどうなのかというところでござい

ますが、これはまだ評価中でございますので、これからまた東近江土木事務所の

ほうからは連絡をいただくというようなこととなっておりますので、今私のほう

のところまでは、具体的にどこがというところまでの情報はまだ入っていないと

ころでございます。 

ただし、当然今の優先度評価を、調査に当たりましては、やっぱり人家の近い

ところということでございますので、そうしますと、やはり集落周辺のところが

優先が高くなってくるのかなというふうに想定をしているところでございます。 

それと３点目のところですけど、そうしたら、いつごろから堤防の強化、事業

の工事に入っていただけるのかということでございますが、これにつきましても、

今評価をされているところでございますので、いつから工事に入るというところ

までは、まだこちらのほうに情報は入っておりません。今ちょうどその評価中で

もございますので、それが終わり次第、ある程度今の日野川の８キロメートルの

部分を細分化されます。細分化されて、その中で順位づけをされます。ただ、順

位づけをされるに当たりましては、当然竜王町側は左岸側でありますけれども、

日野川につきましては右岸側、いわゆる近江八幡市側もございますので、それと

総合した中での順位をつけられ、その順位に基づいた中での工事を実施していた

だくということでございます。 

以上で、内山議員の再質問の回答とさせていただきます。 

○議長（小森重剛） 内山議員。 

○６番（内山英作） ３問目の質問に関して、竜王中学校が避難場所ということで、

竜王町洪水土砂災害ハザードマップにおいて、２メートルから５メートルの浸水

想定区域ということで回答をいただきましたけれども、実際に５メートル、ある

いはもう少し水位が上がれば、竜王町中学校３階建ての中で、２階部分もひょっ

としたら浸水する可能性が出てくると私自身思うんですけれども、そうなると３

階だけが残るわけで、対象の集落の方がここへ避難できるかどうか、やっぱり人

数的に対応できる施設であるかということもちょっと危惧されるわけですけれど

も、こういったことに関してどのように考えておられますか、お聞きします。 



- 104 - 

○議長（小森重剛） 図司生活安全課長。 

○生活安全課長（図司明徳） 内山議員の再々問にお答えをさせていただきます。 

洪水土砂災害ハザードマップでは、２メートルから５メートルの想定がされる

地域に竜王中学校がございます。仰せのとおりでございます。そういった中で、

２階も使えない、高さ的には３階は５メートル以上当然あるわけでございます。 

私ども考えておりますのは、先ほども申しましたけれども、やっぱり最初、初

期の命を守る行動やというふうに思っております。浸水をする可能性も当然想定

をする中で、ただ、浸水の場合、必ず水は引いていくというふうに思っておりま

す。一定の時間を要する可能性は当然あるわけですけれども、水が引いていく、

そのときにやっぱり命を守るとなると、当然３階のフロアだけでそれだけの住民

さんが入っていただく快適な避難所とはもちろん言えません。 

しかしながら、命を守るという意味で、そこに来ていただければ必ず守れると。

当然先日の西日本豪雨の中でも、１階におられて浸水によってお亡くなりになっ

た方が多々おられたということも新聞で報道されております。その部分をやっぱ

り初期に支えていくというか、命を守っていくという部分では、３階建ての構造

というのが欠かせないというふうに考えておりますので、それを含めて御理解を

いただきますようによろしくお願いをいたしたいというふうに思います。 

以上でございます。 

○議長（小森重剛） 次に、１番、菱田三男議員の発言を許します。 

１番、菱田三男議員。 

○１番（菱田三男） 平成３０年第３回定例会一般質問。１番、菱田三男。 

町長任期、後半を迎えるにあたって。 

町長の任期は４年であるが、ちょうどことしの６月で２年が過ぎたところであ

る。これまで２年間、町長は新風を吹かせるためにプロジェクトを立ち上げ、先

頭に立って施策実現のため職員を指導されてきた。 

そこで町長に伺います。 

１点目、この２年間を振り返って、町長みずからがプロジェクトの中で住民に

対して「これをしました」と挙げられる施策は何であったか。 

２つ目、残りの任期で、特に町長が優先しようとしている施策は何で、それに

向けた今後の取り組み方針について伺います。 

以上。 

○議長（小森重剛） 西田町長。 
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○町長（西田秀治） 菱田三男議員の「町長任期、後半を迎えるにあたって」の御

質問にお答えいたします。 

私は、平成２８年６月町長選挙で、「明るく元気で活力ある強いまち」、「次

世代に誇れるまち」をつくり上げ、引き継ぐことを公約し、町長に当選させてい

ただきました。 

また、その実現のため、「成長戦略」、「教育福祉」、「産業振興」、「安心

安全」、「高品質の行政サービス」の５つの基本政策を提言いたしました。町政

の運営を始めるに際し、改めて町民の方々の思いをお聞きするため、３２全自治

会で「タウンミーティング」を開催し、それらの御意見を反映し、２月２５日

「わがまち竜王町まちづくりフォーラム」にて町政推進方針を発表させていただ

きました。 

その内容は、課題解決の施策を「活力」と「安心」に分け、「活力」につきま

しては、「企業誘致」、「教育力」、「発信力」、「拠点整備」の４つのチャレ

ンジを、「安心」につきましては、「公共交通」、「子育て支援」、「健康福

祉」、「総合防災」の４つのチャレンジを、タイムスケジュールを明確にし、成

果・結果を出すことを大事にするというものです。 

平成２９年４月からは、我が町の解決すべき多くの課題を明確にし、本来業務

を進めながら解決を図るため、新たな仕事の進め方として課題ごとにプロジェク

トチームをつくり、取り組むこととしました。 

また、全職員に、「わが町の解決すべき課題は待ったなしであること、進行管

理と結果を出すことが大事で求められていること」を強く訴え、「危機感の共

有」と「適材適所の職員配置」と「新たな仕事の進め方」を理解いただくため、

組織改編と大幅な人事異動を行ったところです。危機感共有と新たな仕事の進め

方には、当初戸惑いや負担感もあったと思いますが、順次理解を深めていただけ

ているものと思っています。 

平成３０年４月からは、新たに「コンパクトシティ化検討」、「健康づくりの

取組」、「農業振興のあり方検討」を追加し、１７のプロジェクトに再整理の上、

現在取り組みの加速を図っています。 

御質問いただきました１点目の、「この２年間を振り返って、町長みずからが

プロジェクトの中で、住民に対して「これをしました」と挙げられる施策は何で

あったか」にお答えをします。 

まず、町民の皆様にも、仕事を進める職員にも、新たなまちづくりの必要性を
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訴え、そのため解決すべき課題は何かを明確に示し、理解を得る、いつまでにや

るのかの期限・納期、工程管理を行い、結果を出す事の重要性を示したことです。 

その上で、職員には、本来業務に加え、ＰＴ取り組みが必要であるとの、新た

な仕事の進め方につき理解を得たことだと思います。 

ＰＴごとの取り組み状況・進捗状況には濃淡がありますが、少なくとも前進し

ていると認識しています。 

例えば、活力施策の企業誘致につきましても、滋賀竜王工業団地では、県、公

社と連携し、７区画中４区画で目途がたち、全面積の７０％程度が誘致決定、既

に１社は操業開始されています。また、長年難航しておりました株式会社雪国ま

いたけの造成地につきましても、企業の誘致が進み、１区画を残すのみとなり、

一社は増設操業開始、もう一社も近々操業開始、順次建設が進むところと聞いて

おります。 

加えて、インター周辺の町有地を民間に売却し、企業誘致も進めております。

私は、企業誘致による新たな雇用や新たな人々の来町が活力・にぎわい創造の起

爆剤・チャンスととらえております。また、税務面でも、固定資産税や法人町民

税で増収が期待されるところであります。 

新たに町外や県外から来られる人々を迎え入れ、我が町に居住いただき、我が

町で子育てをしていただくため、小口市街化区域で集合住宅を建設中であり、１

２月には２棟完成予定です。今後も、順次増設を進めていただけるよう取り組ん

でいきます。須惠地先の町有地につきましても、民間に売却し、独身寮での活用

が見込まれています。 

教育につきましても、竜王で子供を育てたいと思っていただけるよう、教育の

充実を図ってきました。「教育でまちづくり」をスローガンに、従来のきめ細か

な教育に加え、学校園自主公開事業、幼稚園から英語に親しむ機会創設などを進

めてきました。 

発信力強化としましては、新たに定例記者発表を開始しました。夏祭りや文化

祭など町を元気にする取り組み強化に努めるとともに、竜王ブランドを全国に発

信すべく、「まるごと竜王スキヤキプロジェクト」を地元や東京日本橋「ここ滋

賀」で展開しました。 

「安心」施策の公共交通につきましては、多くの町民の方々から「高齢になっ

ても買い物や病院に通えるよう公共交通や移動手段を確保してほしい」との声を

多くいただいており、現在、京都大学や国交省の知恵もかりながら、平成３１年



- 107 - 

度末を期限に検討を進めているところでございます。 

また、「地域支え合いしくみづくりモデル事業」におきましても、お出かけ支

援の取り組みが始まっています。なお、公共交通利用促進として、平成３０年４

月から、通学定期の補助を開始しました。 

子育て支援面では、平成２９年１０月より中学卒業まで子供の医療費の無償化

を実施いたしました。そのほか、平成２９年４月から幼保の窓口を一本化したり、

幼稚園における預かり保育や出産お祝い品の充実も図ったところです。 

健康福祉面では、「りゅうおう健康ベジ７チャレンジ」による健康づくり、介

護予防や認知症予防の推進と地域包括ケアの一層の推進に取り組んでいるところ

です。さらに、今後の人口減少を踏まえ、「地域支え合いしくみづくりモデル事

業」や「未来につなぐまちづくり交付金」を活用いただき、地域の実情に応じた

自立したまちづくりに向けて支援しているところです。 

総合防災面では、平成３２年度末を期限として防災無線の導入を決定し、進め

ているところです。 

河川改修につきましては、日野川の抜本的改修に引き続き取り組み、整備区間

の延伸に向け一歩進展があったところでございます。 

また、私も含め町幹部の取り組みとして、政策・要望実現を図るべく、県会議

員、県幹部、国会議員、関西の国出先機関幹部、各省庁幹部、町内企業幹部、町

内企業本社幹部との接点強化に努め、人脈構築に努めてきました。 

次に、２点目の「残りの任期で、町長が優先しようとしている施策は何で、そ

れに向けた今後の取り組み方針」につきましてお答えします。 

各プロジェクトとも重要でしっかり推進する前提の中で、残る期間の最優先課

題は、まちづくりに関連し、「グランドデザイン策定とコンパクトシティ化検討

事業」と考えております。タイトなスケジュールではありますが、来春までに、

ハード、ソフト両面から、町民の方々の思いや県・国の専門家の知見もおかりし、

「町民ワーキング」と「懇話会」の検討を通じ、「１０年後のコンパクトシティ

化構想」と「３０年後のグランドデザインイメージ」を描き切りたいと考えてい

ます。 

具体的には、「教育施設のあり方検討会」での小学校建設問題にしましても、

耐用年数等から建て直しが妥当との方針をいただいています。公共施設等総合管

理計画の検討におきましても、財政状況等を勘案し、適切な時期での対応が不可

欠となっております。今後は、コンパクト化構想をもとに財源を考えながら、
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「何を、いつ、どこに」を決めていきたいと思っています。 

また、多くの課題はコンパクト構想に包含されます。それらの解決のため、

「グランドデザイン策定とコンパクトシティ化検討事業」推進が最優先・不可欠

と考えています。来年４月以降は、皆様にお見せし、御意見をいただき、ブラッ

シュアップの上、今後のまちづくりの方向性として完成させ、実行計画を定めて

まいりたいと考えています。 

次いで、長期的な観点では、日野川改修と国道８号拡幅・バイパス化にしっか

り取り組んでいきます。 

日野川改修は課題も多く時間もかかりますが、３市２町の期成同盟、沿川自治

会のみならず、町内３２全自治会の総意として取り組みを進めます。 

さらに、災害による被害が全国的にもふえていることから、地域防災計画やハ

ザードマップの改定、防災情報システムの整備も進めたいと考えています。 

最後に、私は、役場は町民の皆様のためにあり、職員は町民の皆様のために仕

事をしている。したがって、町民の皆様から、「役場の職員は明るく親切丁寧で

よく仕事をしてくれてありがたい」という評価を得る職員になってもらいたい、

また、他の市町の職員から竜王町の職員はすごいと言われる職員に、他の市町の

職員に負けない職員になってほしいと思っています。 

そのため、研修、ＯＪＴや自己研さんによる職員力の向上や自主改善運動「竜

王町すまいる接客アクションプラン」による取り組みを推進しています。一朝一

夕にはできませんが、継続し、しっかり取り組んでまいります。 

最後に、今後２年間がまちづくりにとって極めて重要な時期と考えており、職

員の総力を結集し取り組んでまいりますので、議員皆様の御意見や御指導をいた

だけますようお願いをし、菱田議員への回答といたします。 

○議長（小森重剛） 菱田議員。 

○１番（菱田三男） 詳細な答弁をいただきました。 

そこで再質問なんですけれども、平成２９年４月からプロジェクトチームを取

り組んだと言われて、今度１年後の平成３０年４月から新しいコンパクトシティ

化のプロジェクトを３つ、私が聞いた職場のところは９つやったと僕は理解しと

るんですけれども、それから追加して１７のプロジェクトチームをつくったと、

多分そうやとこれは言われてると思うんですけれども、この職員さん１００何人

おられるか、１４０人ぐらいだったか、その中で１７のプロジェクトチーム、僕

は若いときから職人でございます、プロジェクトとか、ちょっと僕らもこういう
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大きな会社も仕事してませんもんで、ちょっとプロジェクトがどういうもんっち

ゅうことはきっちりとしたことはわかりませんねんけどね、プロジェクトをずっ

と見てみますと、これは小さな目標の達成ではないねやと。大きな目標の達成の

ためで、集団でするというのはプロジェクトの定義ですか、そういうのやという

ことが書いてあります。 

そこで、１７のプロジェクトをいろいろ職員さんを配置されてやっておられる

と思うんですけれども、そのプロジェクトの皆さんが、町長は確かにやろうと、

前に前に前進するということは物すごく私も共感をしとるんです。きょうまでの

歴代町長で、ここまでどんどん「よしやるぞ、よしやるぞ」という方はなかなか

僕の経験上はなかったかなというふうに思ってるんですけれども、町長のやる気

っちゅうのは、僕はかなり高く評価してるって言ったら失礼なんですけど、思っ

ております。 

ただ、プロジェクトをして職員さんが、町長は前へ前へ出たいと行くのに、職

員皆さんが「よっしゃ」と、「町長、わかりますよ」と言ってどんどんと行って

おられるのか、そこらを私は聞きたい。町長はどんどんと前に進んでやらなあか

ん、僕も興味しとるし、そうやそうやと共感しとるんですけれども、職員さんが

そこまで、皆さんが後をついて「そりゃそうです」と言われていますと、そりゃ

「ちゃいまっせ」となかなか言えへんやろうけども、それを町長にお聞きしたい

のが１点。 

それと、あと、私は先ほど来、町長がええと言うたのは、きょうまでこうして

東京とか海外に、大変やろうと思うんですけれども出張なんかをされてお仕事を

されているというのは十分理解をしてるんですけれども、町長が情報収集や陳情

等で申し入れされた結果やこの回答は、多分当局までかて回答があると思うんで

す、これを、町長さんプロジェクトで職員にどのように周知されて共有されてい

るかと。こんながあってどうやったとか、詳細なあれは僕らではちょっとわから

んねんけど、それを職員が共有して周知しておられるのかなというのを町長さん

にお聞きしたい。 

以上です。 

○議長（小森重剛） 杼木副町長。 

○副町長（杼木栄司） 菱田議員の再質問に、町長の相方として、少し状況等を触

れさせていただきたいと思います。 

まず、プロジェクトチームということで、従来、言うたらいろんな施策を進め
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る、横の連携とか、各課連携をしながら、いわゆるこういう形でいろんな事業を

進めさせてもらってきたわけでございますが、やっぱりしっかり位置づけをして、

この目標に対して連携を深めるためにはやっぱりチームをつくって、その中で協

議をしていこうということでございまして、そういう意味でいいますと、大きな

プロジェクトもございますが、しっかりと進めなければならない、目の前のこと

についても、横の連携を深めるためのプロジェクトチームを進めさせてもらって

おります。 

何やといいますと、ちっちゃな町ですので、法律の詳しい者、開発に詳しい者、

金の段取りもしんならん、補助金の段取りもしんならん、こういったことを総合

的にいろいろな施策で展開をしようと思いますと、そういった意味でのプロジェ

クトチームという形での進めをさせてもらっておるというようなことでございま

す。 

どんどんどんどんいろんなことも進めさせてもらっておりますが、しっかりと

町長のほうは、金が要る話、そして、マンパワーが要る話、こういったものにつ

いてはしっかりとそのことも押さえをしていくということで、例えば、そういっ

たマンパワーについて、確かに職員側としてはぎりぎりのところで頑張っており

ますが、そういう意味では人材確保ということについても柔軟に、そういった専

門家を招聘するとか、職員の採用についてもそういったことを考えていこうとか、

そういった視点をもって進めてもらっておりますので、一朝一夕に全てのプロジ

ェクトが進むか、また順調に進むかという課題はございますが、そのような形で

進めさせてもらっておるということでございます。 

２つ目に、私が町長の横にいさせてもらって、思っていることでございますが、

特に町長の特徴と言ったら悪いですけど、性格という意味では、外交がやはり今

までの町長とは違うんではないか、外交がうまいというか、もともと営業マンで

ございますので、そういう意味からいうと、国や県やどこへ行っても、よい、悪

いって言うたらあかんな、存在感がある、覚えてもらっているということで、竜

王の町長さん来はったでと、そういうことは国の幹部の方、また、都会の方々に

もそういったことで、後はそれをどう生かしていくのかというのは、我々の仕事

でもございます。 

そういったことで、特に東京内、中央の方と会われました後は、一つは、私ら

毎日主監会議を朝やっております、そういった中で、昨日はこうやった、こうい

う視点はこうやった、ここの名刺は渡しておくから連絡をとって何とかアイデア
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をもらえとか、こういった部分での主監会議で各主監から、どちらかというと指

示をさせてもらっているということでございます。 

それと、いろんな情報誌とか、いわゆる国・県からの情報が、例えば町長は渡

してないのに先に情報が来ますので、それも各課長に回覧をつけて、いつまでに

これを見ておけと、しかもそこに附箋を張って、これは何か、このことについて

相当考えたとか、どういう取り組みやという話をもってきなさいというような、

情報の共有を図っております。 

ただ、そこから各現場で働いている職員さんにどのように形で伝えて、どのよ

うな展開をしているかは、課長なり、主監のところでございますが、そういった

ことについてもしっかり伝えていくということも含めて、月例の主監課長会議に

ついては、そういった各課長から前月の課題、今月の目標というものを、各課長

の一言以上、主監課長会議では発言をするというようなムードもつくり上げてい

るところでございます。 

まだまだ完全一丸となっているというより、それに向けて頑張っているという

段階でございますが、菱田議員への、町長への再質問への前段の部分としてお答

えをさせていただきたいと思います。よろしくお願いします。 

○議長（小森重剛） 山添総務主監。 

○総務主監（山添みゆき） 菱田議員の１つ目の質問の御回答に、補足をさせてい

ただきます。 

プロジェクトチームの進め方につきましてですけれども、町長が就任されて以

来、さまざまな課題を挙げられております。それをどう解決していくかというと

ころで、特に問題となっておりましたのが横断的な課題が多うございました。そ

こで、各部署をつなぐような形でプロジェクトチームを立ち上げましたところで

ございます。 

１年目の平成２９年度につきましては、ちょっと今手元にございませんが、最

初、テーマを明確にさせていただいたのが９つございましたが、実は、そのほか

というところでたくさんほかにも課題がございまして、２０弱ございました。そ

れを精査いたしまして、平成２９年度末に取り組みの状況と成果、そして残され

た課題というものを整理させていただきました。それを精査いたしまして、今年

度は１７、新たなものを絞り込んだり、完結したものは終了したりということで

１７のテーマに絞らせていただいたところでございます。 

このプロジェクトチームは、責任者を明確にし、また、実施体制の役割分担を
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はっきりすることできちっと進めております。また、毎月の定例の主監課長会議

の中でそれぞれの進捗状況、情報を共有し合うということで、それぞれのチーム

で進めているところでございます。 

こういったところの手法は、やはり今後横断的に取り組んでいくというところ

で必要であると思っておりますし、また、こういった取り組みのプロジェクトチ

ームの体制で、１つずつの課題をきちっと取り組んでまいりたいと思っておりま

す。 

以上でございます。 

○議長（小森重剛） 西田町長。 

○町長（西田秀治） 私からもう少し補足というか、説明をします。 

今、竜王町役場の職員の数からいって、やるべき仕事はいっぱいあります。足

りません、人数的に。それをどういうふうにやっていくんだという一つの方法が、

このＰＴなんです。 

今の縦割りだけでやっていたらとても人が足らないので、各組織を横断的に人

を選んで、ピックアップをして、一つのチームをつくって、この課題はこのチー

ムで検討して考えていこうという取り組みをしています。もちろんその中には、

お金の手配が必要であれば財政に詳しい人間を入れる、物をつくるのであれば建

設課の人間を入れる、そういうことで課題ごとに横のチームをつくってそれで解

決していかないと、今の、例えば住民課の人は住民課の仕事だけということをし

ていたら人は足らないので、今はそういうやり方をしてます。 

最初にそういうやり方しかないだろうということで、平成２９年４月にそうい

うことをみんなに説明をして、これでやらんと人が足らんと、だからこういうや

り方でやっていきたいということで、平成２９年はいろんな課題を整理してそれ

をやりつつある。そして、平成３０年度になって、その中でも中心的に、どうし

ても今やらなければいけないものを中心に、もう一度ＰＴを組み直してやってい

るのが今の状況です。 

だから、私は、その平成２９年４月１日に、こういう仕事のやり方をすると言

ったときに、職員の人がどの程度理解してくれたかはわかりませんけれども、そ

れを理解してやっていただかないと、まちづくりはできません。人をもっと採用

してふやしていいんであれば、もちろんやり方はあるかもしれませんけれども、

一定の限度の中でこれだけのことを進めようとすれば、もちろん職員にも負担は

多くかかっていると思います。だけど、そういうやり方でやらないと、とても来
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年の春までにコンパクトシティの絵も描けないし、小学校も建てられなしい、と

いうことで我々はやっているので。 

それと、職員の人に理解をしてもらいたいということで、私は徐々に理解して

くれていると、それでそれに向かって努めてもらっているというふうに思ってま

すので、それを進めていきたいというふうに考えているところでございます。 

以上です。 

○議長（小森重剛） 菱田議員。 

○１番（菱田三男） 町長はじめに、こんだけの人材ではプロジェクトチームをつ

くってせなあかんということで、とりあえず言っておられますので、とりあえず

それで頑張ってもらわんことには。 

あと、きょうはずっと同僚議員の質問云々を聞いてまして、先ほどの町長の答

弁でも、第２点目では、今の最優先課題は、まちづくりに関してグランドデザイ

ン策定とコンパクトシティ化の検討事業と、こういうように言われました。 

それにいろいろ同僚議員してても、僕も初めはコンパクトシティちゅうことは

昔は感覚なかった。とりあえずここの中心核をどうのこうのっちゅうことで、も

う１０年来ずっとこういう総務の委員会しかり、本会議場で質問もさせてもろた

んですけれども、コンパクトシティをこの平成３０年４月に、こういうプロジェ

クトチームつくってやるんやと言われまして、先ほど来、同僚議員からの質問を

聞いていると、かなり難しい、コンパクトシティの前からも難しかったんです。

副町長なんか古い職員の方はみんな知っておられますねんけども、難しいという

のは僕も思っています。 

ただ、この総務のときの所管で、この辺のいただいてますわな、この検討スケ

ジュール２番で、先ほども町長も言われますように、今年度ですな、３月。今年

度で最終報告してグランドデザインの策定をするんやと。すると、もう指を数え

ると、はっきり言ってもう少ないですわな。そして、町内のプロジェクトチーム

は、おおむね月２回のペースで開催するんやとここに書いてるんですよ。懇話会

やら、町民さんが参加して、この前の主監の説明やと第４回目にはみんなでやる

と。 

僕はこういう人間やさかい、ここに書かれたことは、これはきちっとやると、

町長は、菱田わかったよと、書いたもんは私は責任もってやりますということを

きちっとしてほしい。そうやないと、こう書いて、いややっぱりあかなんだでは、

僕としては何してまんねんと言いたいのが私の性格でございますので、そこはは
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っきりとお願いしたいと。 

あともう一点、この９月定例会で職員の人事評価の条例が出されましたな。全

員で可決ということで私も賛成した一員でございます。 

そこで、私は町長に、この人事評価を全職員でされるわけです。それで、町長

さんも一つこの場で自分を評価、町長がわしは何点やと、自分も自分なりにやっ

ぱり自分で評価するというのは全員やと思うんです。それを最後に町長の自己評

価を、何でこうやと、わしはこんだけつけると、これは何でやということをお聞

きして質問を終わります。 

以上。 

○議長（小森重剛） 西田町長。 

○町長（西田秀治） 菱田議員の再々質問、１点目、来春までにコンパクトシティ

構想、これをしっかりと決めていくというふうに私は努めていきたいと思います。 

物すごく高いハードルであることはわかっていただいてますよね、これ、御質

問いただいている前提として。であるがゆえに、我々は全力を尽くしてやってい

くと言っているんです。これが１点目。 

２点目の評価の問題については、私は選挙で受けます。私は、町民の選挙によ

ってその評価をいただくことにしたいと思います。 

以上です。 

○議長（小森重剛） 次に、１１番、岡山富男議員の発言を許します。 

１１番、岡山富男議員。 

○１１番（岡山富男） 平成３０年第３回定例会一般質問。１１番、岡山富男。 

障がい者の災害時・防災避難対応についてお伺いいたします。 

地震、台風等、自然災害時における障がい者に、特に自閉症の人たちとその家

族が安心して避難できる体制が望まれます。 

ことしの台風も日本に接近、上陸しましたが、また、大阪での地震もありまし

たが、大阪での市町で要支援者のリストがありながら活用されていなかったとい

う新聞記事もありました。竜王町における取り組みはどのようになっているのか

お伺いいたします。 

○議長（小森重剛） 嶋林住民福祉主監兼発達支援課長。 

○住民福祉主監兼発達支援課長（嶋林さちこ） 岡山富男議員の「障がい者の災害

時・防災避難対応について」の御質問にお答えいたします。 

本町における、災害時の防災避難対応につきましては、竜王町地域防災計画及
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び要配慮者支援マニュアルに基づき行っております。 

議員仰せの、自閉症等の発達障がいのある方の避難対応については、避難所の

環境の工夫や配慮、周囲の理解などにより、避難所で安心して生活できるような

整備が課題と言われております。 

こうした状況を踏まえて、「自閉症の人たちのための防災・支援ハンドブッ

ク」が社団法人日本自閉症協会から発行され、自閉症の方に対して備えておくべ

きものを３つ掲げられております。 

まず、１つ目は「避難場所」です。既存の高齢者や障がい者等の社会福祉施設

と協定を結ぶなどして、自閉症の人が安心できる避難場所を確保しておく必要が

あるということです。 

次に、２つ目は「避難生活を支えるもの」で、自閉症の人は、周囲の音、にお

い、たくさんの情報、不特定多数の人たちの集まり等日常と異なるさまざまな環

境の変化といった刺激が苦手であったり、不安を感じたりすることがあります。

このため、周囲を気にせずにひとりで安心して過ごせる環境を整えることがとて

も重要だと言われています。 

そして、最も必要なものは、３つ目の「障がいの理解」と言われています。避

難生活の中で、周囲に自閉症について正しく理解してくれる人がいてくれること

ほど心強いものはないと言われています。 

本町では、町内２つの社会福祉法人と「災害時における福祉避難所の設置運営

に関する協定」を結び、当該法人が所有する施設を竜王町地域防災計画に定める

福祉避難所として位置づけております。このほか、福祉避難所に適した施設が不

足する場合は、一般の避難所において、区画された部屋を福祉避難室として設け

たり、パーテーション等により少しでも安心できる場所を設置するなどの対応が

必要であると考えております。 

最も必要だと言われている「障がいの理解」に係る取り組みについては、発達

支援講座や出前講座の開催、広報りゅうおうや町ホームページ、並びに図書館や

公民館と連携した啓発コーナーの設置等により、広く住民の方への研修や啓発を

行っており、職員に対しても職場人権研修の機会に発達支援課の専門職による出

前講座を開催するなど、少しずつ研修の機会がふえてきている状況です。 

地域との連携においては、要配慮者の方への支援を目的に、本人の申し出によ

り台帳に登録し、各地区の区長、民生委員児童委員等へ情報提供し、共有を図っ

ております。 
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各地域では、要配慮者の方を迅速に避難させることができるよう、住民の方々

であらかじめ特定の支援者を決めて、平時から連携を密にし、災害時に備えて迅

速な行動が取れるよう訓練をするなどの取り組みが少しずつ広がってきていると

ころであります。 

このような互助の取り組みとあわせて、有事の際の避難について平時から家族

の中で話し合い、かかりつけの医療機関や相談機関等と連携をとり、いざという

ときに速やかに行動できる自助が大切であり、安心にもつながります。 

本町における取り組みは、まだ十分とは言えません。障がいの理解を深め、避

難所において適切な支援につなげるための職員研修をはじめ、さらなる住民啓発

や自閉症の人にもわかりやすい防災教育、防災訓練にともに取り組むこと等が今

後の課題であると認識しております。 

引き続き障がいのある方の災害時・防災避難対応について、関係機関と連携し

ながら取り組んでまいりたいと考えております。 

以上、岡山議員への回答といたします。 

○議長（小森重剛） 岡山議員。 

○１１番（岡山富男） ありがとうございます。特に災害時、障がい者の方々の動

きというのがはかり知れない、予想されない動き等もあると思います。その中で

も、子供たちが学校にいるとき、避難訓練等は随時されていると思います。ただ、

そのときに自閉症の方、障がい者の方々の動き、それをどのような訓練でされて

いるのかお伺いしたいと思います。 

特に障がい者の方々というのはわからないというのを先ほど言いましたが、や

はりその中で上の方、例で言いますと、１年生の子とか２年生の子を６年生の子

とか５年生の子がしっかりとそこで連れていってあげるとか、そういうことをど

ういうふうにされているのかお伺いしたいと思います。 

また、福祉施設等で、そこは障がい者の方々の場所ということでお答えをもら

ったんですが、やはりどうしてもそういう場所にも行けないとき、そういうとき

にやはり避難所のほうへ行かれると思います。 

まだ自閉症、障がい者の方々というのは、パーテーションとかそういうので一

つの孤立できるような感じをされているんですが、重度の障がい者の方がもしさ

れた場合、特に電気がなければ死んでしまうという方がおられると思います。そ

ういう方々でやっぱり電気が取れない場合、そういうのも対応として発電機等が、

前にも僕言ったんですが、そういうのが装備されているのか、いつでも出せるの
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かどうかというのも聞かせていただきたいと思います。 

また、民生委員さんとのパイプ、これは常にコンタクトがとれて、また、その

方々、お年寄りの方は特によくされているんですけど、障がい者の方々というの

をいかに理解をされて、積極的に連れていってもらっているのかどうかというの

をお伺いしたいと思います。 

○議長（小森重剛） 武久学校教育課長。 

○学校教育課長（武久雅則） それでは、岡山議員の再質問の１つ目についてお答

えしたいと思います。 

学校園におきましては、やはりその子その子の障がい、特性に合わせて避難訓

練や学校行事、もうすぐ運動会ですけれども、に合わせて、その子に合った形の

参加の仕方を事前にミーティングした上で特別な配慮をしております。町費でつ

けていただいている支援員等が非常に一人一人に寄り添って、その子に合った行

動を一つ一つ丁寧に教えていくという対応をさせていただいています。 

ただただ基本的には、今学校においては、やはりインクルーシブ教育、障がい

のある子もない子も、同じ場所でともに学ぶ、これが基本でございます。そこに

おいて大事になるのが、子供たち同士の障がい理解であると。もちろん時間をと

って特別支援学級の担任の先生が丁寧に子供たちに、「障がいというのは違いの

１つだよ、一人一人の顔が違うように物のわかり方やこだわり方も全部違うんだ

よ」というような話を丁寧にされながら、理解を促しております。 

また、読み聞かせの時間であったり、どこの講演でもやっております、人権を

確かめ合う日の啓発放送等にも、そのようなテーマで子供たちに直接語りかけて

障がい理解を促すということをやっております。 

また、例えば竜王西小学校ですと「なかまタイム」という時間があって、その

中で、集団の中でお互い知り合ったり、お互いで協力して課題解決を図ったりす

るゲームを通して、違いがありながら力を合わせること、お互いのよさを生かせ

ること、そのような関係づくりを自然な形で行っていくことで、ふだんのかかわ

りの中でお互いが障がいのあるなしにかかわらず、違いとして理解できる、その

ような教育を行っております。 

それによって子供たちの障がい理解の力がついてきますと、子供たち同士で有

事のときも助け合えると、そのようなことを願って、学校では日々教育にいそし

んでおります。 

以上、回答といたします。 
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○議長（小森重剛） 嶋林住民福祉主監兼発達支援課長。 

○住民福祉主監兼発達支援課長（嶋林さちこ） 岡山富男議員の、２つ目の再質問

にお答えをさせていただきます。 

福祉避難所ということで施設を定めておりますけれども、そういったところに

行けない方、また、重度の方についてどのようにするのか、また、医療的な対応

が必要な方についてはどのようにするのかということでございますけれども、竜

王町の現在の福祉避難所では、そういった医療対応の必要な方についての避難と

いうのは大変難しさがございます。 

特に電気を必要とするという重度の方につきましては、基本的には、いざとい

うときに備えてそういった病気を抱えていらっしゃる方については、かかりつけ

の医療機関であるとか、病院との連携をする中で、そういった場合にどのように

動いていくのかということをあらかじめ確認をしていただくということが、まず

最優先かなというふうに思います。そうした中で、医療機関のほうで対応いただ

くということになろうかと思います。 

また、難病の方につきましては、保健所のほうでそういった方々への対応とい

うことで、日常的な連携をする中で、医療機関と連携をして対応いただくという

ようなことになってございます。 

それから、地域において民生委員さんのほうがどのように御理解いただいて活

動いただいているのかということでございますけれども、日常的に民生委員さん

のほうでは、地域の中でそういった要配慮者、支援を必要とされる方についての

把握に努めていただいておりますし、お声かけをしていただく中で、要配慮者の

台帳に登録いただくような、手を挙げていただくというようなことでも声かけ等

もしていただいております。 

なかなか障害者手帳をお持ちの方ばかりではなくて、お持ちでない方もおられ

る中で支援が必要な方もおられます。先ほどからの自閉の方とかにつきましても、

やはりまずは自助の中で手を挙げていただくというようなことの啓発をしていく

中で、民生委員さんとの連携もつながっていくのではないかなというようなこと

を考えているところでございます。 

まずは地域の中で支えていただくために、どういった方がおられて、それを把

握して、それをしっかりと支援者がつないでいくというようなことが大切になろ

うかというふうに考えているところでございます。 

以上で、岡山議員への再質問に対するお答えとさせていただきます。 
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○議長（小森重剛） 岡山議員。 

○１１番（岡山富男） ありがとうございます。最後に、西日本豪雨で土砂災害等

が起こったということで、京都新聞で、これは８月２１日に報じられているんで

すけれども、国としては、２０２１年までに、全ての施設のところで計画作成を

して訓練実施に努めておりということでやっておられるんですけど、県内でも、

この災害弱者の施設１６８カ所のところを１００％を目標にするというように書

いてあるんですけれども、竜王町で、今特にどれぐらいのパーセンテージになっ

ているのかどうかをお伺いして、終わりたいと思います。 

○議長（小森重剛） 嶋林住民福祉主監兼発達支援課長。 

○住民福祉主監兼発達支援課長（嶋林さちこ） 岡山議員の再々質問にお答えを申

し上げます。 

新聞報道をされていた１６８の施設でございますけれども、その計画を策定し

なくてはならない施設というのは、土砂災害警戒地区に指定されたところに社会

福祉施設であるとか、学校とかがある場合は、そういった計画を立てなくてはい

けないということになっております。竜王町にも土砂災害警戒区域、危険区域は

ございますけれども、その区域の中にそういった社会福祉施設であるとか、学校

等は竜王町の場合はございませんので、計画を策定するというふうな施設は竜王

町にはないということで、お答えとさせていただきます。 

以上で、岡山議員の再々質問への回答とさせていただきます。 

○議長（小森重剛） 次に、４番、森島芳男議員の発言を許します。 

４番、森島芳男議員。 

○４番（森島芳男） 平成３０年第３回定例会一般質問。４番、森島芳男。 

竜王町の所有者不明の土地等は。 

全国では、人口や高齢化の進展に伴い、土地利用ニーズの低下等により、土

地・農地・山林などの持ち主がわからない土地が増加しています。所有者不明土

地等は、相続の機会の増加に伴って、増加の一途をたどることが見込まれていま

す。 

竜王町では、所有者不明の土地等があり、公共事業・民間開発の推進等の妨げ

になっていないか、また、竜王町のそのような所有者不明土地の件数や面積はど

のくらいあるかお伺いします。 

○議長（小森重剛） 寺嶋税務課長。 

○税務課長（寺嶋 要） 森島芳男議員の「竜王町の所有者不明の土地等は」の御
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質問にお答えいたします。 

所有者不明土地とは、「所有者台帳（不動産登記簿）により、所有者が直ちに

判明しない、または判明しても所有者に連絡がつかない土地」と定義されていま

す。その面積は、所有者不明土地問題研究会が平成２９年１２月に報告されたも

のでは、全国で約４１０万ヘクタールと推計されており、これは九州本島の土地

面積に匹敵するものであります。 

国土交通省は、所有者不明土地が増加した原因を、相続が発生しても土地の価

格の下落により資産としての関心が薄く、相続の手間やその後の土地管理の手間

を懸念することから、結果、相続登記をしない事例が増大していると考えられて

います。 

本町においても、平成３０年度固定資産税の課税において、全５，５７３件の

納税者のうち、７件、約４，７９２平米の土地が所有者不明を原因として納税通

知が返戻されており、現在、相続人を調査しております。また、本町における公

共事業の用地取得におきましては、過去の定例会でも御説明しております、竜王

ＩＣ周辺地区道路整備事業の１件が所有者不明土地に該当しており、その所有者

の所在を現在調査中であります。民間開発事業の妨げになっているような事例に

つきましては、町では聞いておりません。 

所有者不明土地は、固定資産税の賦課徴収のみならず、土地利用・取引の停滞、

国土荒廃、治安悪化等の弊害をもたらすことが懸念されます。このようなことか

ら、土地の相続登記において、租税特別措置法により平成３３年３月３１日まで

を期限として、市街化区域外の土地で当該価額が１０万円以下の土地について登

録免許税が免税される等の措置が所有者不明土地発生を抑制するために現在進め

られております。 

前述のとおり、所有者不明土地の増加はさまざまな弊害を引き起こす要因とな

りますことから、今後においても、税務部門においては相続人の調査等を着実に

行い、関係機関とも連携を行いながら所有者不明土地の発生を抑制するよう努め

てまいりたいと考えております。 

以上、森島議員への回答といたします。 

○議長（小森重剛） 森島議員。 

○４番（森島芳男） 今、御答弁いただいた中で、租税特別措置法を竜王町で知ら

ない方が多いと思います。町民の方にやっぱり知ってもらうようにするべきでは

ないでしょうか。今後、所有者不明土地の発生を抑制していただけるよう要望い
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たしまして、質問を終わります。 

○議長（小森重剛） 次の質問に移ってください。 

○４番（森島芳男） 平成３０年第３回定例会一般質問。 

人口減少に歯止めをかける提言書について。 

平成２９年９月２７日に、人口減少対策特別委員会がまとめた政策提言書を、

町長宛てに提出しました。 

人口減少が進み、１万２，０００人を割り込もうとしています。若者が交流で

きる場の提供や、青年団、若者交竜ＲＳＮＳの活動支援、地域コミュニティ計画

の策定、竜王版ネウボラの充実実行、就労支援に関して提言を行ったところです。 

現時点において、提言が生かされた取り組みがあるか伺います。 

○議長（小森重剛） 奥主監心得兼未来創造課長。 

○主監心得兼未来創造課長（奥 浩市） 森島芳男議員の「人口減少に歯止めをか

ける提言書について」の御質問にお答えいたします。 

提言書の内容が生かされた取り組みがあるかという御質問でございますが、提

言書の中で、実際の取り組みと結びついているものについてお答えいたします。 

まず、「タウンミーティングの結果を生かし、住みたくなる地域コミュニティ

計画を策定実施すること」につきましては、３月議会におきまして、地域の課題

や長所を整理することが地域コミュニティ計画の目的であり、これを竜王町版に

したものが「地域支え合いしくみづくりモデル事業」だと考えていると答弁させ

ていただいたところでございますが、平成３０年度は、弓削と西川の２つのモデ

ル自治会において、住みやすい地域コミュニティになるよう、昨年度から同事業

に取り組んでいただいている林と鵜川自治会の取り組みを参考に、多世代が参加

をして、外出支援や災害時の支え合いのしくみづくりなどに取り組まれており、

町としてもその支援をさせていただいております。 

次に、「竜王町で結婚、妊娠、出産、子育て、教育までのサービスが地域・住

民・企業・行政が連携する行き届いた支援環境づくり（竜王版ネウボラ）の充実

実行を図ること」の中の、学童保育の充実と拡充につきましては、まつぼっくり

児童クラブの児童数が増加していることから、平成２９年度に小学校の利用可能

教室の整備を行い、今年度から２クラスの編成として対応しているところでござ

います。 

また、竜王版ネウボラということで、妊娠から子育てまで切れ目なく支援がつ

ながるよう事業を実施しているところでございます。 
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次に、「町内企業と行政が今以上に連携し、安定した就労支援環境を整え定住

に繋げる方策を構築すること」でございますが、本町におきましては、滋賀竜王

工業団地において６月に東洋電機製造株式会社が操業を開始され、ほかにも２社

進出が決定しております。 

滋賀山面工業団地におきましても多くの企業が進出されると聞いておりますの

で、就労環境としましては非常に充実していくと考えております。 

これらに係る新規就労者の定住に向けた対策について、松が丘地先の集合住宅

や須惠地先の社員寮の整備が進んでおります。 

全国的な少子高齢化による人口減少は当町にも及んでおり、御提言いただいて

おります若者交流については、今後も青年団やＲＳＮＳと連携支援を図りながら、

若い世代に定住してもらえるまちづくりに向けて取り組んでまいりますので、引

き続き御支援、御協力いただきますようお願い申し上げ、森島議員への回答とい

たします。 

○議長（小森重剛） 森島議員。 

○４番（森島芳男） 終わります。ありがとうございました。 

○議長（小森重剛） この際、申し上げます。ここで午後２時４５分まで暫時休憩

いたします。 

休憩 午後２時３１分 

再開 午後２時４５分 

○議長（小森重剛） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

次に、８番、古株克彦議員の発言を許します。 

８番、古株克彦議員。 

○８番（古株克彦） 平成３０年第３回定例会一般質問。８番、古株克彦。 

ため池の管理について。 

ことしの７月、西日本豪雨災害でため池が決壊し、甚大な被害が出たケースも

ありました。平成１５年ごろのため池等整備事業では、県下で数カ所の指定のう

ち、小口の深田池・奥の淵のため池が選ばれ、雑草の駆除や護岸の補強等を実施

された経緯がありました。その後のため池の管理について伺います。 

１つ、町内で管理しているため池は幾つあるのか。そのうち、日野川用水のた

め池として管理しているのは幾つあるのか。 

２つ目、仁殿池は、ため池等整備事業を実施しているころから漏水があったが、

そのほかにないか。 
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３つ目、町内のため池で浚渫の計画はあるのか。 

以上、３点について今後の見通し等について伺います。 

○議長（小森重剛） 井口農業振興課長。 

○農業振興課長（井口清幸） 古株克彦議員の「ため池の管理について」の御質問

にお答えいたします。 

まず、１点目の「町内で管理しているため池と日野川用水のため池として管理

しているため池数」の御質問につきましては、平成２６年度実施の一斉点検時点

では４８カ所ため池があり、以後１カ所ため池の埋め立てをされたことから、現

在の農業用ため池数は４７カ所でございます。 

このうち、日野川流域土地改良区が維持管理を統括している農業用ため池数は

２６カ所となっており、この２６カ所の農業用ため池の維持管理につきましては、

日野川流域土地改良区が直轄管理を行っている新池、山之上でございますが、を

除く２５カ所のため池について、日野川流域土地改良区と当該自治会長、または

地元水利組合との間において「溜池等の管理委託協定書」を締結されており、当

該自治会、または水利組合にて日々の維持管理を行っていただいております。 

次に、２点目の「仁殿池は、ため池等整備事業を実施していることから漏水が

あったが、そのほかにはなかったか」の御質問につきましては、７月の西日本豪

雨災害において、農業用ため池が決壊し、女児が家屋ごと流され亡くなるなど、

ため池下流の家屋や公共施設等に甚大な被害が発生したことから、国において７

月１９日付で全国ため池緊急点検を実施するよう全国の自治体に依頼がされたと

ころであります。 

このことを受け、本町では、８月６日から８月２７日にかけて重要水防ため池

２０カ所を含む農業用ため池４７カ所について緊急点検を実施したところであり、

その結果、仁殿池において洪水吐前方における土砂堆積など、幾つかのため池で

課題を確認したものの、４７カ所の農業用ため池において緊急修繕を要する箇所

は見受けられませんでした。 

次に３点目の「町内ため池で浚渫計画はあるのか」御質問につきましては、現

在のところ重要水防ため池２０カ所も含めたため池の浚渫計画はございません。 

今後は、２年間で実施するため池ハザードマップ作成業務の結果を踏まえ、た

め池のハード整備に必要となる竜王町ため池整備計画の策定を予定しており、計

画内容に浚渫計画の検討も含め、取り組んでまいりたいと考えております。 

以上、古株議員の回答とさせていただきます。 
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○議長（小森重剛） 古株議員。 

○８番（古株克彦） 先ほど日野川流域の管轄している日野川流域土地改良区と各

自治会、あるいは水利組合が関係していること、これが重要と言われるやつが２

０カ所あると、この中で日野川流域は２６カ所ある中で、例えば小口地先で見て

みますと、ため池重要水防は、奥の淵池は該当しとるんですね。その上流の仁殿

池、それから下流の深田池、これについてはため池重要水防には入ってないんで

すね。ここら辺のこういう指定区分なり、こういう見解ちゅうか、何か基準があ

るのかどうか、そこら辺を一つお伺いしたいと。 

それから、先ほど言いました平成１５年ごろのため池等の対策については、当

時、深田池については非常に藻がひどく生えてまして、ヒシがすごかったんです。

それで、ヒシを、小口１５組ありますので、１組大体５人ずつぐらいが１５日毎

日のように交代で出まして藻を整理したんです。これは、ドラム缶の上に竹を渡

して、急遽船をつくって、藻を全部引き上げて、相当な量がありました。 

その後ソウギョを入れて、完全に今はなくなっておりますけど、そういうよう

な事業で護岸工事とかいろんなことをやったんですけれども、その当時に、この

ときの対象にはなってなかったんですけど、仁殿池に県の土木の方が来て見てい

ただいたときに、ここ漏水してるなと、これも１カ所やないなと、何カ所も漏水

してるなというような御指摘は受けていたんです。それが今回の調査で問題のな

い、緊急性は要しないというふうな回答に受け取ったんですけど、今後こういう

問題についてどのように考えておられるのか、そこら辺のお考えをお伺いしたい

と思います。 

○議長（小森重剛） 井口農業振興課長。 

○農業振興課長（井口清幸） 古株克彦議員の再質問についてお答えをさせていた

だきます。 

まず、１点目の重要水防ため池のランクづけでございます。これにつきまして

は、今現在県の水防計画、並びに竜王町の水防計画、そして竜王町地域防災計画

の中にもそのため池２０カ所が載ってございまして、現在３つのランクづけがさ

れておりますが、今回のハザードマップ等の策定も含めて県のほうの見直しもご

ざいましたので、Ａランク、Ｂランクというランクに分けてまいりたいというふ

うに考えてございます。 

具体的に、ため池の名前がございましたように、小口で申し上げますと、奥ノ

淵池が重要水防ため池でございまして、あと、深田池、並びに仁殿池につきまし
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ては、４７カ所のうちの２カ所の農業ため池という位置づけでございまして、３

つのため池とも日野川土地改良区と地元、小口区のほうが管理協定を結んでいた

だいて日々の管理をいただいているというのが現状でございます。 

ランクづけにつきましては、今後見直しの中で、そうした３つのランクから２

ランクに変更させていただくと、その内容については、要は堤防高とか貯水量、

そういうものによってランクづけがされるところでございます。 

そして、２点目の今後の工事の関係も含めてでございますが、先の８月実施の

一斉点検では、先ほど回答申し上げましたように、今質問のございました仁殿池

につきましてはそうした土砂等の堆積等はございましたが、緊急的に大規模な修

繕をするような内容ではございませんでしたので、県のほうにはそのように報告

をさせていただいているということでございます。 

なお、深田池等につきましても、以前から私も拝見しておりますと、池の水を

何年かに一遍完全に抜いていただいて、いろんな障害物なり、ヘドロ等も撤去を

いただいているということを目にしたこともございますし、各地域で取り組みを

いただいているという現状でもございます。 

なお、今後の工事の関係につきましては、先の質問の内容でも申し上げました

ように、ため池の整備計画を定めなければ国の補助金等もいただけませんし、例

えば県の単独での工事もございますけれども、それもまた日野川土地改良区での

１市２町での費用配分、そうしたルールもございますので、そういう部分も含め

て、財政やはり厳しいようでございますので、できるだけ補助金を活用しながら

実施をしてまいりたいということで、これも計画的に、また計画に基づいてやっ

ていきたいというふうに現在考えてございます。 

仁殿池につきましては、ちょっと確認をさせていただきますと、今議員おっし

ゃるように当時漏水といいますか、水が一部漏れておったということでございま

すが、これについては当時砂防工事のほうで、多分土木の関係のほうが施工され

たというふうにお聞きもしておりますので、でも今後についてはまた管理をいた

だきます地元さんとか、また、関係機関やら連携をしながらため池のほうの管理

のほうに努めて、また、大きな事故等につながらないような対策を講じてまいり

たいというように思います。 

以上、古株議員への再質問の答えとさせていただきます。 

○議長（小森重剛） 次の質問に移ってください。 

８番、古株克彦議員。 
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○８番（古株克彦） ２問目の質問は、防犯灯の設置についてであります。 

竜王ＩＣ周辺地区付帯施設整備工事として、滋賀竜王工業団地管理事務所から、

小口の観音寺参道の入り口までの間、祖父川沿いに１９基の防犯灯が設置される

予定になっています。 

防犯灯については、県管理、町管理、自治会管理とに分かれていますが、その

区分、区分けの見解はどうなっているのか。 

また、薬師自治会からは、県道１６５号線の鵜川橋から薬師への字入り口まで

の間、一部防犯灯がなく、暗い夜道となっています。防犯対策の意味からも、子

供から大人まで安心して歩けるように、また、安心して暮らせるように設置の要

望が出ていますが、見解をお伺いいたします。 

○議長（小森重剛） 図司生活安全課長。 

○生活安全課長（図司明徳） 古株克彦議員の「防犯灯の設置について」の御質問

にお答えいたします。 

まず、防犯灯の設置を含む管理についての区分けにつきましては、全ての防犯

灯に厳密に当てはまるわけではございませんが、一定の基準として、県道の交差

点に設置されている道路照明灯については、主に県が設置、管理をし、町道交差

点に設置している道路照明灯及び集落間をつなぐ道路については、通学路を中心

に町が設置し、管理を行っております。 

また、集落内においては、各自治会において主に「自ら考え自ら行うまちづく

り事業」を活用し、整備をいただいてきたところでございます。 

次に、防犯灯の設置に関する薬師自治会からの要望に対する見解についてでご

ざいますが、御要望いただいている区間周辺につきましては、現在、県道春日竜

王線鵜川橋の祖父川右岸にある県管理の道路照明灯１基と県道沿線に町管理の防

犯灯３基、合計４基の照明設備が設置されており、集落入り口までについては整

備ができているものと考えております。 

なお、薬師の集落内を通る県道春日竜王線においては、現在県による歩道拡幅

工事が計画されており、この区間については通学路にも指定されていることから、

特に子供たちの安全を確保していくとの観点から、優先的な防犯灯の整備が必要

であると考えております。 

防犯灯の設置によって、子供から大人まで安心して外出できることは大変重要

でございますことから、整備に向けては優先順位をつけ、改めて自治会と協議を

重ねてまいりたいと考えております。 
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今後においても安心して暮らし続けられる環境づくりを進めてまいりますので、

御指導と御理解を賜りますようお願いし、古株議員への回答といたします。 

○議長（小森重剛） 古株克彦議員。 

○８番（古株克彦） ちょっと再質問させていただきます。 

今現在、町が設置し、管理を行っている防犯灯は、町内で何基あるのか。また、

ＬＥＤ化が、私の聞き間違いかもしれませんが、今年度中に終了するようにお聞

きしておりますけれども、現在何基残っていて、年度内に終わるのかどうか、こ

こら辺の進捗状況をお伺いします。 

○議長（小森重剛） 図司生活安全課長。 

○生活安全課長（図司明徳） ただいまの古株議員の再問にお答えをさせていただ

きます。 

まず、町管理の防犯灯でございますけれども、町内に約１，０００基設置をさ

せていただいております。 

取りかえにつきましては、現在蛍光灯の防犯灯が切れた時点、また、故障した

部分については、都度ＬＥＤへの交換を進めております。 

そういった中で、今年度約１００基が蛍光灯というか、従来の防犯灯という形

で残っておりますので、平成３０年度末をめどに全てＬＥＤ化をしていきたいと

いうことで今年度予算立てをしておりますので、秋以降、順次取りかえをしてい

きたいと思っております。 

以上、よろしくお願いをいたします。 

○８番（古株克彦） どうもありがとうございました。終わります。 

○議長（小森重剛） 次に、３番、若井猛志議員の発言を許します。 

３番、若井猛志議員。 

○３番（若井猛志） 平成３０年第３回定例会一般質問。３番、若井猛志。 

多発する災害から何を学ぶのかについて質問をいたします。 

各地に甚大な被害を出した西日本豪雨や台風など、記録的な大雨が続いていま

すが、町の大雨に対する備えは大丈夫でしょうか。 

県の防災情報などを調べてみると、５メートル以上の浸水被害が予想されるに

もかかわらず、河川整備率はわずか５５．９％となっています。土砂災害も想定

されますが、危険箇所の整備率は２割にとどまっています。いつ起きても不思議

でない、起こることを前提とした現実的対応としては、いま持てる人的資源を最

大限に活用することだと思います。これまでの災害を通じて得られた見地を生か
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す必要があると思います。 

そこで以下の点について町の考えを伺います。 

１、平成３０年度に見直し予定の地域防災計画はどこまで進んでいるのか。 

２、「数十年に一度の大雨」と言われるような大雨が、近年ふえているが、こ

のような場合、避難所の浸水の危険性はないのか。浸水するのであれば、避難所

の見直しの必要性はないか。 

３番、土砂災害の危険箇所の整備はどのようになっているのか。 

４番、避難所生活になった場合、生活環境改善のために、国、県からどのよう

な通知が出されているのか。 

５番、がれきや土砂の撤去処分が大きな課題となっているが、どのように考え

ているのか。 

以上、伺います。 

○議長（小森重剛） 図司生活安全課長。 

○生活安全課長（図司明徳） 若井猛志議員の「多発する災害から何を学ぶか」の

御質問にお答えいたします。 

まず、１点目の「平成３０年度に見直し予定の地域防災計画はどこまで進んで

いるのか」の御質問にお答えいたします。 

現在の計画は、平成２６年３月に見直しを行ったものであります。今回におき

ましては、平成３０年度から平成３１年度にかけて、国の防災計画や滋賀県防災

計画、関係法令等との整合性を図りながら、近年の災害を教訓として、町の課題

整理を行い、現状に即した計画及び各種防災関係マニュアルとなるよう見直しを

予定しております。 

また、ハザードマップにつきましても、滋賀県が作成している地先の安全度マ

ップを活用し、内水も考慮したマップとして、平成３１年度末には全戸配布をし

ていきたいと考えております。 

このことにつきましては、８月２１日に開催いたしました竜王町防災会議・水

防協議会合同会議の場においても見直し方針等を説明させていただき、委員の皆

様からも御意見をいただいたところです。 

今後、具体的な検討を行い、防災会議において審議をいただきながら見直しを

進めてまいりたいと考えております。 

次に、２点目の「大雨に伴う避難所の浸水の危険性及び避難所の見直しの必要

性はないか」の御質問にお答えいたします。 



- 129 - 

議員御質問のとおり、竜王町洪水土砂災害ハザードマップにおいて、２次避難

所である竜王小学校が１メートルから２メートル、竜王中学校が２メートルから

５メートルの浸水想定区域内にございます。 

先の内山英作議員の御質問でもお答えさせていただきましたが、町内の公共施

設において、収容規模、強靭な構造、階層から判断いたしますと、竜王小学校、

竜王中学校を避難所として指定することは、避難所に活用できる施設が限られて

いる中で現状としては適当であると考えており、現在、体育館を避難所として開

設しておりますが、体育館が浸水するおそれがある場合には、校舎の２階及び３

階への移動を想定しているところです。 

町といたしまして、命を守る第１の行動として住民の早期避難が重要と考えて

おりますことから、早目の避難所開設、避難情報の発令を引き続き実施するとと

もに、住民皆様へ避難する行動、逃げる行動を今後も啓発していきたいと考えて

おります。 

また、迅速に避難情報が発令できる情報収集手段といたしまして、河川監視の

強化についても現在検討を行っているところです。 

次に、４点目の「避難所生活になった場合、生活環境改善のために、国、県か

らどのような通知が出されているか」の御質問にお答えいたします。 

災害救助法を適用された市町村へは、都道府県を通じ、内閣府より避難所の生

活環境の整備等の留意事項が通知されているところであります。 

災害対策基本法には、「避難所における生活環境の整備等について必要な措置

を講ずるよう努めなければならない」と規定されており、町といたしましても、

各避難所への備蓄品等の整備を進めるとともに、平成３０年４月には、関係事業

者と「災害時における段ボール製品等の調達に関する協定」を締結し、必要時に

は、避難所で使用できる段ボールベットや段ボールシート、間仕切り等をいち早

く供給いただくこととなっております。 

今後においても、企業等の協力を得る中で整備を進めるよう進めてまいりたい

と考えています。 

次に、５点目の「がれきや土砂の撤去処分が大きな課題となっているが、どの

ように考えているのか」の御質問にお答えいたします。 

本町におきましても、昨年１０月の台風２１号による新川の決壊に伴い、広範

囲に浸水したことによって大量の災害廃棄物が発生し、２６８トンを処理いたし

ました。 
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災害廃棄物の処理については、発災直後から多くの問い合わせがあり、改めて

事前にルール化しておくことの必要性を感じましたし、災害廃棄物を早期に受け

入れ、処理することは、早期の復旧、復興を進めるための大きな要素であるとも

考えていることから、必要なルールを取りまとめた災害廃棄物処理計画の策定に

向け、本町の一般廃棄物処理を担う中部清掃組合を構成する東近江市、日野町の

担当者とで勉強会を立ち上げたところです。 

今後、さらに研究、検討を行い、平成３２年度をめどに災害廃棄物処理計画を

策定していきたいと考えております。 

災害対応にはまだまだ課題はございますが、住民の防災意識が高まり、各自治

会においてもさまざまな取り組みをいただいておりますことから、住民、自治会、

企業、行政が連携し、防災・減災の取り組みをさらに進めてまいりたいと考えて

おりますので、御指導・御協力をお願いし、若井議員への回答といたします。 

○議長（小森重剛） 森建設計画課長。 

○建設計画課長（森 徳男） 若井猛志議員の「多発する災害から何を学ぶか」の

御質問のうち、３点目につきましてお答えいたします。 

本町の土砂災害危険箇所、とりわけ「土石流危険渓流」につきましては１４カ

所あり、過去から災害対策として堰堤の整備が行われてきた経過があります。 

近年におきましては、平成２５年の台風１８号時には、鏡山山腹において複数

の山腹崩壊が発生したことから、その対策工事を滋賀県や国において実施されて

おります。 

具体的には、平成２６年度に鏡地先の星ケ峯について、滋賀県により復旧工事

が実施され、平成２９年度は、一級河川足洗川起点より上流側堰堤周辺の機能保

全の整備を実施されました。 

今年度は、鏡山ハイキングコース沿いの国有地において、国が土砂流出防止の

堰堤整備工事を実施中であり、また、鏡工業団地の南西側足洗川支流についても、

滋賀県が土砂流出防止の堰堤整備の工事を着手する予定となっている状況でござ

います。 

以上、若井議員への回答といたします。 

○議長（小森重剛） 若井議員。 

○３番（若井猛志） 今、回答をいただいたんですけれども、１点目の地域防災計

画ですね、これについては、やっぱり早急に現実に合ったものにつくっていただ

きたいなというふうに思います。 
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２点目の、避難所の危険性ですけれども、これはきょうのほかの同僚議員の質

問でもいろいろありましたけれども、体育館を利用するというお話で、ここが浸

水すれば校舎の２階、３階に上がっていただくという話ですけれども、健康な方

はこれでいいと思うんです。ただ、その中に車椅子を使っておられる方とか、あ

るいは、障がいをお持ちの方等々がおられますので、そういう方は、例えば校舎

に入っていくような場合でも、あるいは、体育館に入る場合でも、車椅子ですと

なかなか今の現状では入られないと思うんです。そこら辺をどのように考えてお

られるのかお伺いいたします。 

それと、４点目の避難所生活、これもいつの災害でもどこでもあるんですけど、

この間の北海道の地震でもそうですけれども、やはりそういうふうになった場合

に、毎日おにぎりとか、パンとか、ああいう炊き出しがあっても、なかなか同じ

ものだけで喉が通らないということも言われております。そういうことから、や

っぱりそういう生活を改善していくために県とか、国から通知が出ているという

話ですけれども、これについても、やっぱり一番の問題は、例えば避難所トイレ

だと思うんです。多分トイレに行きたくなるから水を余り飲まない、そこでまた

病気していくということで、その悪循環になっているんですね。 

この間の北海道地震では、そういう仮設トイレの環境改善ということで、水洗

式で障がい者も利用できるリフトがついたコンテナ型とか、福祉トイレというも

のが配備されて、かなり好評を得ているというふうになっているんです。中も、

男女で分けられておりまして、ＬＥＤの証明を使って明るく清潔に、快適性をう

たったものが利用されているということで、これは、苫小牧市が持っている公用

車らしいんですけれども、今後こういうふうなものも、お金はかかるでしょうけ

れども、やっぱり今後備えつけていただけたらなというふうに思います。 

それと、がれきの撤去ですけれども、これは、災害廃棄物の処理について今後

東近江、日野町あわせて３市町でそういうふうな勉強会をつくって、どういうふ

うに処分していくかというふうにこれから検討していくという話ですけれども、

これもやっぱり早急にやっていただかないと、どこの災害でもやっぱり道路脇と

か、校庭のグラウンドに山積みにされて、なかなか処分できないという状況が今

までテレビなんかでもよく報道されているんですね。そういうところもやっぱり

平成３２年度をめどにっていうふうに言われてますけれども、できるだけ前倒し

でやっていただけたらというふうに思います。その点についてお伺いします。 

○議長（小森重剛） 図司生活安全課長。 
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○生活安全課長（図司明徳） 若井猛志議員の再問にお答えをさせていただきたい

と思います。 

まず１点目に、計画を見直すのであれば、今の現状に合った計画になるように

ということやったというふうに思います。 

以前の一般質問の中でもいただきましたけれども、大きなところとして「受

援」という言葉もいただいておったところでございます。町の中で力をつけるの

もそうですけれども、やっぱりいろんなところから助けを出していただいたとき

に、それをしっかり町の中に生かしていくという力をつけることも必要だという

ふうにも思っております。また、そういうことを考える中で、工業団地の中には

受援を受けられるような施設ということで、今、防災施設の整備を進めておると

ころでもございます。 

また、この間、町として積極的に進めてきたのは、町だけではなくて、町内に

おられる企業、また、県内も含めた企業さんに、いかに災害時に町に力をかして

いただけるかということも大事なことでもございますので、その部分についても、

今取り組んでいることとしてしっかり計画の中に位置づけていきたいというふう

にも思いますし、先般発生しました西日本豪雨、いろんなことがその中でも学び

取れたのかなというふうにも思っております。 

先ほどから申し上げておりますように、やはり命を守る、そのためには早期に

避難をするということの大事さというのも感じてきたところでもございますので、

この間起こった災害も含めて、しっかりと計画の中に位置づける必要があるとい

うふうに思っております。 

それから、２点目には、先ほどの質問でもあったとおり、体育館から校舎への

移動というのも考えておく必要があるんやないかというようなことやったという

ふうに思います。 

今回の西日本豪雨でも、高齢の方が１階でお亡くなりになっているということ

がよく報道もされておりました。 

体育館に一旦来てもらえば、町の職員もおります、また、ほかにも避難いただ

いている方もおられます、車椅子の方、また足の不自由の方も含めて、やっぱり

みんなの力を使って校舎へ移動させるということが可能なのかなというふうに思

っております。 

自宅におられると、御家族だけで２階に上げるという大変な作業になると思い

ますけれども、やっぱり一旦避難所に早期に来ていただくことによって、みんな
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の力で、みんなが助け合えるということも考えていけるのかなというふうに思い

ますので、その部分については今のできる範囲として、そのような中で体育館と

いうのを生かしていきたいというふうに思っております。 

次に、炊き出しというところです。 

先ほど通知ということで、国のほうから県を通じて、滋賀県には今般は来てお

らないんですけれども、通知のほうを見ますと、その中に「炊き出しその他によ

る食品の給与」という言葉がございます。避難所生活が長期にわたる場合には、

メニューの多様化であるとか、適温での提供であるとか、栄養のバランス、また、

高齢者等に配慮した質の確保について、炊き出しによる支援というようなことを

しっかり考えていくようにということで書かれております。 

まず、発災当初にそこまで対応できるかどうかは難しいところもあるかと思い

ますけれども、やっぱり長期にわたった場合、竜王町は米どころということもご

ざいます、当然農作物もございます、そういった中で今もボランティアというい

ろんな活動もいただいておりますので、長期にわたった場合には、それらの部分

についてはやっぱり配慮が必要というふうに思いますので、なかなかこれも行政

だけの力では難しい部分でもございますので、町内での活動いただいているグル

ープも含めて対応していきたいというふうに思っております。 

また、大事なところとしてトイレの問題がございます。今現在、町といたしま

しても、仮設トイレは何基か整備をさせていただいております。また、企業さん

との協定の中で、使い捨てのトイレというのも供給を受けるということで、今現

在備蓄も幾つかしておるんですけれども、どうしても仮設トイレ等くみ取りが発

生しますので、使い捨てのトイレを使うことによってくみ取りをせずに一般の廃

棄物、ごみとして対応できるような使い捨てトイレ等もございますので、そのよ

うなものも合わせて活用していくという対応が要るのかなというふうに思いまし

た。 

それともう一点、がれき等が発生したとき、災害廃棄物でございます。これも、

報道等でよくありますけれども、やっぱり最初の受け入れのところから、うまい

こと分けて搬入を受けていくことによって早期に処理ができる、また、早期の処

理を進めることによって復旧・復興が早まるというようなこともずっと言われて

おります。そういった中で、最終的にがれき、燃えるごみ、不燃も含めて、今の

ところは中部清掃組合で処理をしておりますので、これについては東近江市、日

野町と同じ目線でつくっていきたいなと、竜王だけが個別の計画をつくっても最
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終的な処分が賄いませんので、できるだけ早期にということで勉強会も立ち上げ

て、県内では、今、大津市さんだけが設定をされておりますけれども、そのよう

なものも参考に、できるだけ早期に形をつくっていくということで進めてまいり

たいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

以上でございます。 

○議長（小森重剛） 次の質問に移ってください。 

３番、若井猛志議員。 

○３番（若井猛志） 給食費の無料化についてお尋ねします。 

来年１０月から、幼児教育・保育の無償化で、給食費、食材料費ですね、が無

償化の対象になるかはまだ決まっておりませんが、全国では学校給食の無料化、

助成など保護者負担を軽減する制度が広がっています。県内でも、長浜市や豊郷

町で無料化されています。 

文部科学省が全国１，７４０自治体の学校給食無料化調査を発表しました。小

中高で完全無料・一部補助を実施しているのは５０６自治体、２９％でした。 

一方、群馬県は、今年６月の時点で、県３５自治体のうち２３自治体６６％が

無料化に踏み出す先進県です。憲法２６条において、｢義務教育は、これを無償

とする｣とされていますが、現実には無料なのは授業料と教科書に限られており、

保護者の経済的負担は大きいのです。 

給食費無料は子供たちへの現物給付として大きな意義があります。２００５年

に食育基本法ができ、子供たちが豊かな人間性をはぐくみ、生きる力を身につけ

ていくためには、「食」が重要だとされました。文部科学省の手引きにも、｢学

校給食の一層の普及や献立内容の充実ともに、学校給食が生きた教材とし活用さ

れるよう取り組む｣とあります。町でも、義務教育無償の原則に従って取り組む

ことができないか伺います。 

○議長（小森重剛） 町田教育総務課長心得。 

○教育総務課長心得（町田啓司） 若井猛志議員の「給食費無料化について」の御

質問にお答えいたします。 

平成２９年度における学校給食の給食費は、約６，０００万円となっており、

これは全てお米や野菜、牛乳等の資材代やパンの加工・包装代といった給食のた

めの経費に充てております。 

この約６，０００万円のうち、幼稚園と教職員等の分を除いた義務教育である

小学校と中学校の給食費は約５，０００万円となることから、これの無償化を実
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施するためには、一般会計から支出しております施設管理費や人件費等の経費約

６，０００万円に追加して、約５，０００万円が必要となる計算となります。 

文部科学省の調査では、給食費の無償化による効果としまして、保護者の皆さ

んにとっては、経済的負担の軽減等、自治体といたしましても子育て支援の充実、

少子化対策、定住・転入の促進等が例として示されています。 

しかしながら、給食費の無償化には恒常的に約５，０００万円を必要とするこ

とから、町の財政には非常に大きな負担になると考えており、単に給食費の無償

化を実施するということではなく、何かほかの歳出を削減する必要があり、限ら

れた町財政の中で取捨選択をすることとなると考えております。 

県内では、平成２８年度から長浜市の小学校において、そして、今年度から豊

郷町の小学校及び中学校で給食費の完全無償化が実施されているものの、他の市

町では、まだ一部無償化や一部補助の取り組みについても実施されていないこと

から、他の市町の動向を注視しつつ、他の子育て支援の視点も踏まえて今後の本

町の方向性について考えていきたいと思います。 

なお、経済的な支援を必要とされている要保護及び準要保護家庭の保護者の方

へは、就学援助費により学校給食費全額をはじめとした就学に係る費用の支援を

しているところです。 

今年度は、現在のところ、小学校では３９人の児童の保護者に対して、中学校

では１７人の生徒の保護者に対して就学援助費の給付を行っております。 

教育委員会といたしましては、本町の学校給食は、「あったかごはん」に代表

されるように、子供たちや教職員にも大変おいしいと好評をいただいていること

を大切にし、これからも安心・安全でおいしく、栄養バランスのとれた給食を提

供することで、食育の面から子供たちの健やかな成長の一助となるように努めて

まいりたいと考えております。 

以上、若井議員への回答といたします。 

○議長（小森重剛） 若井議員。 

○３番（若井猛志） １年半前にもこの問題で質問させてもらったんですけれども、

中身は何も変わっていないということですね、率直に言いますと。 

ここにも言われてますけれども、子育て支援の充実、少子化対策、定住・転入

の促進等が例として文科省の調査では示されているというふうに出されているん

ですけれども、そういうふうに出されているんでしたら、やっぱりそれに沿った

方向で一部負担するとか、あるいは小学校だけにするとか、中学校だけ給食無償
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にするとか、いろんな方策はあると思うんです。その辺のところをやっぱり考え

ていただきたいと。 

それと、この回答の中にありました、県内ではまだ２市町ですけれども、「他

の市町の動向に注視しつつ」っていうふうに書いてるんですけれども、これは竜

王町が実施する施策でありますから、別段他の市町が進んでいても、おくれてい

ても、別にいいじゃないかというふうに私は思うんです。 

そういう観点からいきますと、やっぱり子育て支援というのは重要なことやな

いかというふうに思うんです。 

この質問でも出させてもらいましたけれども、群馬県ですね、これ６６％の自

治体が無償化に進んでいるわけですけれども、その中でも、御存じやと思うんで

すけれども、嬬恋村というところがあるんですけど、そこの村長さんは、役場の

ホームページで、２年前から小中学校と幼稚園の給食費を無償にしたと、それ以

外にもスクールバス、教科書、幼稚園・保育所なども無料にしたというふうに書

いてるんですね。 

これ、子育て施策に力を入れた理由は、やっぱり地域で育てる環境を整えたい

ということと、子供たちに郷土文化を理解してもらい、外に出ても故郷に誇りを

もってもらえる人間に育ってほしいという願いから、こういうふうにしたんだと

いうふうに言われているんです。 

そこで聞きたいんですけれども、この父母負担がかなり大きいということなん

ですけれども、そしたら、教科書は無償ですけれども、それ以外に学校関係でか

かる費用ですね、例えば通学とか、制服とか、修学旅行とか、遠足とか、いろん

なものがあると思うんですけれども、それは年間幾らぐらいかかるのか、小学校、

中学校で当然単価は違いますけれども、教えていただきたいと。 

特にことしの４月でしたか、東京で有名になりましたイタリア産アルマーニの

８万円もする制服を買い与えにゃならんと、そんなことはないと思いますけれど

も、やっぱり給食費の負担が減っていけば、ほかの徴収も見直されることになっ

て、義務教育そのものの無償化に一歩進んでいくんじゃないかと思うんですけれ

ども、その辺のところについてお答えいただけますか。 

○議長（小森重剛） 町田教育総務課長心得。 

○教育総務課長心得（町田啓司） 若井猛志議員の再質問にお答えいたします。 

保護者の方が子供たちのために支出している額といたしまして、文部科学省の

ほうが平成６年度から隔年で実施しております、子供の学習費調査というものが
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ございます。こちらのほうでいきますと、公立の小学校で保護者が１年間で子供

１人当たりにかかる経費といたしまして、３２万２，０００円、公立の中学校で

４７万９，０００円というふうになってございます。こちらの数字につきまして

は、学校外活動費という、いわゆる塾に通ったり、習い事をしていると、そんな

ものも含まれておりますけれども、こういった学校外活動費を除いた数について、

統計は取っておらないわけですが、聞き取りで町内の小学校、中学校で聞きまし

ても、おおよそ似たような水準になっておるというふうに認識をしております。 

また、参考までに、竜王町におけます通学の場合は、中学校はございませんが、

小学校は一部の地区で通学バスのほうを使用というふうなことで、これに係りま

す経費といたしましては、月額１，２００円の１１カ月分ということで、年間１

万３，２００円が通学の経費としてもかかっておるといったところでございます。 

そういった経費等がかかっておるということでございますし、議員御指摘の一

部無償化とか、一部補助、ほかの町のことは関係なくというようなことではござ

いますけれども、保護者の経済的負担を軽減するという視点だけではなく、確か

に子育て支援という視点も踏まえまして、今後ちょっと本町の方向性について考

えたいというふうに思います。 

以上、若井議員への回答といたします。 

○議長（小森重剛） 若井議員。 

○３番（若井猛志） 最後にちょっと町長にお伺いしたいんですけれども、先ほど

紹介しました群馬県ですね、ここの自治体で給食費の無償化が進んでいるという

のは、ほとんどのところがやっぱりこういうふうな一般質問で質問するとか、あ

るいはそういうふうな動きの中で、市長さんが選挙のときの公約で述べられてい

るんですね。 

それは、例えば西田町長が去年、おととしでしたか、子供の医療費の無料化の

拡充ということを選挙公約で言われましたけれども、ああいう問題も、私たちも

ずっと以前から追及してきた問題なんですね。 

これと同じように、学校給食の負担軽減ということについても、やっぱり今度

町長が選挙に出られるのかどうかわかりませんけれども、そういうふうな中でや

っぱり公約を掲げて当選していただいて、実現していってほしいなというふうに

思います。 

そういうふうな流れの中で群馬県はできてきているんですけれども、それにつ

いての町長のお考えをお聞きします。 
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○議長（小森重剛） 西田町長。 

○町長（西田秀治） 若井議員の再々質問にお答えしたいと思います。 

子育て支援というのを拡充したいという思いはもっております。 

ただ、先ほども子供教育という部分でお話もしましたけれども、竜王町として

子供の教育にどのようにお金を使っていくのかという観点で、今、もちろん群馬

県はそういう取り組みをしていると思いますけれども、竜王町は、例えば加配の

先生方を余計につけて、きめ細かい教育をするとか、また、英語教育に力を入れ

るとか、そういう観点で一般のお金を使っているということです。 

先ほどお話のあった中学生卒業までの医療費無償化というものは、極めて一般

的に行われている、逆に言うと竜王町がおくれているという観点で、私は公約を

したんですけれども、確かに群馬県の状況はわかりますけれども、今のこの給食

費の問題については、竜王町が一方的におくれているということではないと私は

認識しておりますし、そのコストを負担するよりも、今学校として、例えば給食

センターが非常に古くなって老朽化しているので、それを早く直さなきゃいけな

いというほうに必要な資金を使っていく方が、今は緊急性があるんではないかな

という認識をしております。 

ただ、大きな意味で教育の各子供たちにお金をかけるということは、私は必要

だと思いますので、その方向性については基本的にはもっておりますが、ただ、

今のこの給食の問題に今すぐその資金をシフトするかっていうのは、まだそこま

で至っていないと。どちらかというと、給食センターとか、それらのハードの整

備をもっと急いでやらなきゃいけないというような思いももっておりますし、ま

た、それ以外の対応をしていかなきゃいけないと、そんなふうに考えているとこ

ろでございます。 

○議長（小森重剛） 以上をもって、一般質問を終結いたします。 

以上で、本日の議事日程は全部終了いたしました。 

これをもって本日の会議を閉じ、散会いたします。 

大変御苦労さまでございました。 

散会 午後３時４３分 


